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書陵部紀要第71号

一
、
は
じ
め
に

1
．
序

平
成
二
十
七
年
度
図
書
寮
文
庫
で
整
理
公
開
し
た
書
物
に
山
科
家
旧
蔵
『
西

せ
い
じ
ゅ
し
ょ
う

襦
鈔
』

（
函
架
番
号
509

107
）
が
あ
る
。
本
書
お
よ
び
そ
の
類
本
に
つ
き
幾
ら
か
述
ぶ
べ
き
こ
と

が
あ
り
、
小
文
を
成
す
次
第
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
後
に
詳
述
す
る
が
、
改
元
部
類
記
の

一
種
で
、
元
号
字
撰
出
の
作
法
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
書
物
だ
。

改
元
に
は
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
け
れ
ど
も
様
々
な
作
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
行
き

つ
戻
り
つ
、
吉
例
凶
例
が
転
変
し
な
が
ら
故
実
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
特
に
そ
の
変
動
が

大
き
か
っ
た
の
が
鎌
倉
〜
室
町
期
だ
ろ
う
。

こ
の
時
代
「
未み

施し

行ぎ
ょ
う」（

博
士
家
が
加
点
し
て
い
な
い
）
の
書
物
を
避
け
る
と
い
う
傾

向
が
薄
ま
っ
て
き
た
の
か
、
例
え
ば
柳
原
忠
光
は
延
文
改
元
に
際
し
、「
元
宝
」
な
る
案

を
『
三
元
布
経
』
と
い
う
道
教
経
典
か
ら
出
し
、
洞
院
公
賢
か
ら
見
咎
め
ら
れ
て
い
る

（『
園
太
暦
』
文
和
五
年
三
月
二
十
五
日
条
）。
当
て
馬
だ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
案
は
見
事
に
斥
け
ら
れ
た
。
同
じ
く
忠
光
の
新
註
（
朱
註
）
に
対
す
る
態
度
は
、
一
度

改
元
仗
儀
に
上
せ
て
既
成
事
実
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
類
の
も
の
で
（『
迎
陽
記
』
応

安
八
年
二
月
二
十
七
日
条
）、
こ
れ
を
菅
家
の
長
綱
（
東
坊
城
）、
藤
原
南
家
の
元
範
が
後

追
い
し
、
一
条
経
嗣
が
「
故
忠
光
卿
、
已
可
為
道
之
先
達
歟
、」（『
荒
暦
』
明
徳
五
年
七

月
五
日
条
）
と
半
ば
あ
き
れ
顔
。
規
定
と
故
実
と
は
相
俟
っ
て
峨
々
た
り
、
な
か
な
か
に

そ
の
外
か
ら
元
号
字
を
出
す
の
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
例
の
国
書
（
古
く
は
梨
壺
の
五

人
が
加
点
し
て
い
る
と
は
い
え
）
の
よ
う
に
う
ま
く
は
い
か
ぬ
。

応
永
改
元
時
の
足
利
義
満
に
よ
る
容
喙
も
「
洪
」
と
い
う
字
の
「
字
面
」
の
問
題
、
そ

し
て
「
徳
」
字
の
使
わ
れ
方
の
先
例
か
ら
結
局
斥
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
元
号
字
に

つ
い
て
の
微
妙
な
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
典
拠
や
字
（
採
り
方
や
避
け
る
べ
き
例
）
に
は
様
々
な
故
実
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
元
号
字
に
対
す
る
細
や
か
な
故
実
を
ま
と
め
た
の
が
、『
西
襦
鈔
』
で
あ
る
。

2
．『
西
襦
鈔
』
解
題

（
ア
）　

成
立

『
西
襦
鈔
』
は
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
東

ひ
が
し
ぼ
う
じ
ょ
う
か
ず
な
が

坊
城
和
長
撰
。
大
永
改
元
に
際
し

『
西
襦
鈔
』
な
る
改
元
部
類

　

臼
　
井
　
和
　
樹
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て
、
元
号
字
に
つ
い
て
の
先
例
を
ま
と
め
た
著
作
で
あ
る
。
た
め
に
『
改
号
新
鈔
』『
元

号
字
抄
』『
改
元
勘
例
抄
』『
改
元
部
類
記
』
な
ど
の
異
名
を
有
す
る
。
甚
だ
し
き
は
外
題

に
「
改
元
」
と
の
み
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は
な
に
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
。『
続

群
書
類
従
』
に
も
『
元
号
字
抄
』
の
書
名
で
入
っ
て
い
る
が
、
活
字
本
だ
と
本
文
に
校
訂

が
入
っ
て
お
り
、
原
本
・
写
本
と
異
な
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る

）
1
（

。

成
立
に
つ
き
岩
橋
小
弥
太
氏
に
よ
る
『
群
書
解
題
』「
元
号
字
抄
」
の
項
目
の
記
述
を

要
約
し
て
お
く
と
、
⑴
永
正
十
八
年
八
月
の
大
永
改
元
に
先
立
ち
三
相
公
の
依
頼
で
一
冊

を
作
っ
て
送
り
、
改
元
後
返
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
大
永
」
が
和
長
勘
申
で
あ
る
と
の

記
述
が
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
本
書
の
前
半
は
永
正
十
八
年
に
原
形
を
成
し
、
⑵
書
中

享
禄
元
年
八

（
マ
マ
）月

二
十
七
日
の
改
元
の
こ
と
が
見
え
る
の
で
、
今
日
伝
わ
る
よ
う
な
一
編

と
な
っ
た
の
は
享
禄
改
元
に
先
立
っ
て
編
著
さ
れ
た
も
の
と
合
集
さ
れ
た
際
の
こ
と
で
、

そ
れ
は
（
享
禄
元
年
か
ら
）
享
禄
二
年
十
二
月
の
和
長
薨
去
以
前
で
あ
る
、
と
な
る

）
2
（

。
ま

た
和
長
の
著
作
を
網
羅
的
に
解
説
し
た
伊
藤
慎
吾
氏
は
、
当
該
書
を
「
和
長
の
元
号
関
係

書
の
中
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
著
作
で
あ
り
、
和
長
の
代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。」
と
評
価
し
、
成
立
に
つ
い
て
は
岩
橋
氏
の
考
証
を
支
持
す
る

）
3
（

。

成
立
に
関
し
て
、
私
は
い
く
つ
か
の
書
物
等
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

試
み
に
そ
れ
ら
の
書
名
を
掲
げ
れ
ば
、（
ア
）『
元
秘
抄
』（
高
辻
長
成
撰
）、（
イ
）『
園
太

暦
』○
本
文
中

『
園
太
暦
記
』
（
洞
院
公
賢
記
）、（
ウ
）『
迎
陽
記
』
○
同
『
迎

陽
御
記
』

（
東
坊
城
秀
長
記
）、

（
エ
）『
行
類
抄
』（
洞
院
実
煕
撰
）、（
オ
）『
薩
戒
記
』（
中
山
定
親
記
）、（
カ
）『
元
秘
別

録
』
○
同
『
元

秘
抄
別
録
』
（
伝
高
辻
長
成
撰
疑
う

べ
し
）、（
キ
）『
元
号
字
失
得
抄
』（
東
坊
城
益ま

す
な
が長

撰
）

が
あ
る
。（
ア
）
〜
（
カ
）
は
、
例
え
ば
「
兵
革
改
元
例
行
類
抄
、」
の
如
く
書
名
を
尻
付

と
し
、
な
い
し
は
「
元
秘
抄
別
録
例
」
と
し
て
元
号
を
例
示
す
る
、
あ
る
い
は
「
元
秘
抄

云
、
…
」「
迎
陽
御
記
云
、
…
」
の
如
く
、
若
し
く
は
単
に
「
園
太
暦
記
」
と
書
名
を
掲

げ
て
本
文
を
引
用
す
る
と
い
う
方
法
を
採
り
、
い
ず
れ
も
引
用
部
分
は
さ
ほ
ど
長
く
は
な

く
、
参
照
程
度
と
い
っ
て
よ
い
。
単
に
注
記
の
中
に
書
名
が
見
え
る
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。

一
方
（
キ
）『
元
号
字
失
得
抄
』
の
場
合
は
、
祖
父
麟
公
（
和
長
が
益
長
を
こ
の
よ
う

に
呼
ん
だ
ら
し
い
）
の
御
説
と
し
て
か
な
り
長
く
引
用
し
、
本
文
に
組
込
ま
れ
る
―
―
組

込
む
と
い
う
よ
り
最
早
併
呑
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
『
元
号
字
失
得
抄
』
は
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
東
坊
城
益
長
撰
。
管
見
の
限
り

九
条
本

）
4
（

（
図
書
寮
文
庫
蔵
、函
架
番
号 

九

5141
）
の
み
し
か
現
存
し
な
い
。
こ
の
内
『
西

襦
鈔
』
の
「
漢
以
来
帝
崩
殿
名

陵
事
」
の
項
が
本
書
後
半
部
同
名
項
に
相
当
す
る
。
な

お
、
本
書
冊
首
内
題
下
に
「
文
安
六
年
夷
則
中
旬
之
比
抄
之
、」
と
あ
り
、『
西
襦
鈔
』
当

該
項
末
尾
の
注
記
に
、「
右
已
上
所
注
者
、
文
安
六
年
、
祖
父
麟
公
之
御
説
也
、
為
改
元

一
冊
之
真
蹟
、
今
重
注
之
矣
、」
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。

こ
の
他
（
ク
）「
先
旧
記
説
」
な
る
先
行
の
説
や
、（
ケ
）「
予
部
類
抄
」
な
る
和
長
自

身
の
著
作
と
思
し
き
も
の
も
見
え
る
。

家
説
を
ま
と
め
て
改
元
仗
儀
に
出
る
公
卿
に
伝
授
し
た
一
冊
を
核
に
、
自
説
や
父
祖
の

説
、
さ
ら
に
は
他
家
の
例
・
説
を
も
増
補
し
た
書
物
で
あ
る
か
ら
、
岩
橋
・
伊
藤
両
氏
の

考
え
る
と
お
り
、
和
長
が
晩
年
ま
で
手
を
入
れ
た
彼
の
代
表
作
で
あ
り
、
彼
の
代
表
作
と

い
う
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
て
、
室
町
後
期
の
東
坊
城
家
学
の
集
大
成
と
称
し
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。（

イ
）　

内
容

次
に
、
後
述
す
る
万
里
小
路
系
の
諸
本
に
附
さ
れ
た
目
録
に
従
っ
て
全
体
の
内
容
を
概

観
し
て
み
よ
う
。

（
一
）　

年
号
字
難
陳
事

大
永
改
元
に
際
し
出
さ
れ
た
元
号
案
に
つ
い
て
の
難
陳
。
大
永
の
項
に
は
難
陳
で
出
さ
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れ
た
兵
革
・
天
変
改
元
等
の
例
も
参
照
さ
れ
る
。

（
二
）　

本
朝
異
朝
同
号
事

大
永
度
の
案
の
う
ち
、「
大
暦
」
が
唐
代
宗
の
例
と
重
な
る
こ
と
を
受
け
て
、
大
陸
の

元
号
と
日
本
の
年
号
で
重
な
る
も
の
を
掲
げ
る
。

（
三
）　

歴
与
暦
字
事

こ
れ
も
「
大
暦
」
等
と
の
関
係
だ
ろ
う
が
、「
暦
」
と
勘
申
し
な
が
ら
、
そ
の
典
拠

（「
引
文
」）
が
「
歴
」
の
字
を
用
い
て
い
る
例
を
挙
げ
る
。

（
四
）　
（
今
度
）
撰
出
新
字
事

和
長
が
大
永
度
お
よ
び
享
禄
度
に
勘
申
し
た
例
を
掲
げ
る
。
ま
た
「
昭
徳
」
な
る
例
に

つ
い
て
「
右
為
博
士
、
新
字
注
之
、
為
後
生
也
、
不
知
残
命
間
、
以
事
之
次
、
新
字
皆
注

之
畢
、」
と
記
す
（
こ
の
部
分
は
和
長
最
晩
年
の
加
筆
だ
ろ
う
）。

（
五
）　

以
旧
号
引
文
取
用
事

以
前
の
改
元
で
使
用
し
た
本ほ

ん
文も

ん
（
典
拠
と
な
る
文
章
）
と
同
じ
部
分
か
ら
別
の
年
号
を

撰
び
出
し
た
例
。

（
六
）　

大
宝
已
来
年
号
反
字
事

大
宝
以
来
の
年
号
の
反
切
を
列
挙
し
た
項
目
。
お
お
よ
そ
第
一
字
に
し
た
が
っ
て
分
類

列
挙
し
て
い
る
。
次
い
で
、
そ
の
反
切
を
取
っ
た
字
の
意
味
に
つ
い
て
記
す
。
南
朝
年
号

に
も
触
れ
る
。

※  

Ｂ
系
（
後
述
）
は
こ
こ
に
「
吾
朝
偽
号
事
」
の
項
目
を
立
て
る
（
Ａ
系
（
後

述
）
は
（
六
）
に
含
む
）。
こ
れ
は
先
の
南
朝
年
号
の
反
切
部
分
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。

（
七
）　

吾（
マ
マ
）朝

郡
県
名
為
年
号
事

「
吾
朝
」
と
目
録
に
立
て
る
の
は
「
異
朝
」
の
誤
り
で
、
本
邦
の
年
号
が
中
国
の
郡
県

名
と
一
致
す
る
例
を
掲
げ
、
解
説
を
加
え
る
。

（
八
）　

異
朝
吾
朝
殿
里
陵
等
名
為
年
号
事

漢
以
来
の
皇
帝
崩
御
の
宮
殿
名
お
よ
び
代
々
の
皇
帝
の
陵
名
を
掲
げ
る
。
年
号
案
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
掲
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
九
）　

年
号
用
楽
名
事

年
号
と
楽
の
名
前
が
一
致
す
る
例
を
掲
げ
る
。『
通
典
』
○
本
文
中

『
杜
氏
通
典
』
巻
三
十
二
・
三
十

三
楽
部
を
引
く
。

（
十
）　

年
号
反
字
古
賢
説
不
審
事

「
治
」
字
に
ま
つ
わ
る
反
切
の
諸
説
を
ま
と
め
た
も
の
。『
中
右
記
』『
槐
記
』『
元
秘

別
録
』『
迎
陽
記
』『
元
秘
抄
』
を
引
き
、『
玉
篇
』『
韻
会
』『
広
韻
』『
韻
鏡
』
を
参
照
す

る
。

（
十一）　

異
朝
年
号
於
本
朝
打
反
用
例
事

異
朝
、
す
な
わ
ち
中
国
歴
代
王
朝
で
用
い
ら
れ
た
年
号
字
の
上
下
を
逆
に
し
た
も
の
が
、

日
本
の
年
号
と
一
致
す
る
例
を
掲
げ
る
（
元
永
（
日
本
）
と
永
元
（
漢
）
な
ど
）。

（
十二）　

同
音
年
号
依
清
濁
用
例
事

日
本
年
号
で
、
よ
み
が
清
音
・
濁
音
の
違
い
の
み
で
あ
る
例
を
掲
げ
る
（
ゲ
ン
エ
イ

（
元
永
）
と
ケ
ン
エ
イ
（
建
永
）
な
ど
）。

（
十三）　

同
音
年
号
字
替
打
反
例
事

上
下
を
逆
に
す
る
と
同
音
に
な
る
異
字
の
年
号
の
例
を
掲
げ
る
（
正
嘉
と
嘉
祥
な
ど
）。

（
十四）　

同
訓
年
号
一
字
替
用
例
事

同
じ
訓
の
字
を
、
一
字
だ
け
変
え
て
用
い
た
例
を
掲
げ
る
（
長
徳
と
永
徳
（「
な
が
し
」

を
「
長
」「
永
」
と
変
え
て
用
い
る
）
な
ど
）。

（
十五）　

年
号
人
名
例
事
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年
号
と
（
中
国
の
）
人
名
と
が
一
致
す
る
例
を
掲
げ
る
。

（
十六）　

園
太
記
年
号
字
指
南
事

『
園
太
暦
』（
園
太
記
）
よ
り
文
和
五
年
二
月
十
二
日
条
を
抜
粋
。
内
容
は
洞
院
公
賢

と
東
坊
城
長
綱
と
の
年
号
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
。

二
、
諸
本

1
．　

諸
本
解
題

諸
本
に
つ
き
試
み
に
『
国
書
総
目
録
』（
お
よ
び
そ
の
後
身
た
る
「
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」）
を
閲
れ
ば
、「
改
号
新
鈔
」
の
統
一
書
名
の
下
、
一
三
本
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
）
5
（

。
ま
た
伊
藤
氏
が
、
東
坊
城
家
旧
蔵
本
で
「
西
襦
抄
」
と
題
す
る
一
本
が
京
都
府
立
総

合
資
料
館
（
当
時
。
現
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）
に
あ
る
と
書
い
て
お
ら
れ
る

）
6
（

。
こ

の
他
、
図
書
寮
文
庫
蔵
『
続
群
書
類
従
』（
原
本
）
所
収
本
と
同
文
庫
九
条
家
旧
蔵
本
・

御
系
譜
課
旧
蔵
本
お
よ
び
冒
頭
で
紹
介
し
た
山
科
家
旧
蔵
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
続
群
書

類
従
』（
塙
家
稿
本
）
中
、
内
閣
文
庫
蔵
『
続
群
書
類
従
』（
教
部
省
旧
蔵
）
中
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
旧
蔵
本
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
を
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫

本
に
二
本
（
先
の
『
改
元
部
類
記
』
と
『
改
元
新
号
字
難
事
』）、
同
大
博
物
館
（
旧
文
学

部
、
勧
修
寺
家
旧
蔵
）
に
一
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
五
本
（
徳
大
寺
家
旧
蔵
本
四

本
、
東
山
御
文
庫
記
録
中
に
一
本
）
を
見
出
し
た
。
こ
の
二
九
本
の
内
、
一
九
本
を
実
見

し
、
他
に
五
本
の
写
真
を
見
、
一
本
の
書
誌
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
た
の
で
、
都
合
二
五
本
に

つ
き
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
彰
考
館
本
は
後
述
の
如
く
修
史
局
本
・

九
州
大
学
萩
野
文
庫
本
の
親
本
で
、
修
史
局
本
か
ら
そ
の
内
容
等
は
明
ら
か
だ
。
さ
ら
に
、

『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
陽
明
文
庫
本
・
三
条
家
本
は
そ
れ
ぞ
れ
書
名
を
「
西
襦
鈔
」「
西

襦
抄
」
と
す
る
旨
の
注
記
が
あ
り
、
神
宮
文
庫
本
も
「
改
号
新
鈔
」
と
の
書
名
か
ら
、
大

体
の
系
統
の
予
測
は
で
き
る
。
未
見
の
も
の
も
多
い
こ
と
な
が
ら
、
系
統
は
ほ
ぼ
明
ら
か

に
で
き
よ
う
。

以
下
、
お
お
よ
そ
の
系
統
別
に
諸
本
の
解
題
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
白
抜
き
数
字

の
も
の
は
未
見
の
本
で
あ
る
が
、
写
真
・
書
誌
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

便
宜
参
考
ま
で
に
分
か
る
範
囲
で
記
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
元
の
書
誌
デ
ー

タ
を
本
稿
の
他
の
書
誌
の
記
述
形
式
に
合
せ
て
多
少
編
集
し
て
あ
る
が
、
内
容
は
元
デ
ー

タ
の
著
録
者
の
判
断
を
尊
重
し
た
も
の
に
す
る
よ
う
努
め
た
。

①　
京
都
大
学
附
属
図

書
館
清
家
文
庫
蔵

『
改
元
部
類
記
』 

請
求

記
号
清
家
文
庫
／
1206

天
文
九
年
万
里
小
路
惟
房
写
。
舟
橋
家
旧
蔵
。
仮
綴
・
半
紙
本
大
・
一
冊
。
共
紙
表
紙

23
・
5
×
20
・
4
（
法
量
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
以
下
同
）（
紙
縒
綴
○
三

箇
所
）。
外

題
な
し
。
扉
一
丁
（
表
、
扉
題
「
改
元
部
類
記
」
墨
書
。
裏
、〔
小
序
〕
○
〔
小
序
〕
三
段
落

あ
り
、
前
二
つ
と
三

つ
目
は
異
筆
、
三
者

と
も
本
文
と
異
筆

）。
目
録
一
丁
（
本
文
同
筆
）。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
14
行
20
字
前
後
。

小
字
部
分
（
脇
書
等
）
あ
り
。
朱
符
号
・
朱
筆
書
入
あ
り
（
数
筆
）。
三
〇
丁
。
本
文
第

一
一
〜
一
二
丁
間
挟
込
み
一
紙
（
文
化
改
元
関
係
資
料
）。
第
一
四
丁
表
東
坊
城
和
長
識

語
（
和
長
署
名
上
に
朱
筆
花
押
影
○
後

述

）。
万
里
小
路
惟
房
奥
書
「
右
一
冊
故
坊
城
前
大

納
言
和〔

長
〕卿

、
所
／
令
新
作

（
×
■
）也

、
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
如
形
加
一
校
了
、
／
天

文
九
年
五
月
十
三
日
／
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
（
花
押
）」（
第
三
〇
丁
裏
）。
共
紙
裏
表
紙

（
見
返
に
文
禄
改
元
の
記
事
○
右

端

、
お
よ
び
修
補
奥
書
（
あ
る
い
は
所
持
奥
書
）「
明
經
大

博
士
清
原
秀
雄
（
花
押
）」
○
中

央

、
お
よ
び
「
墨
付
卅
二
丁
」
の
墨
書
○
左

端

）。
朱
方
印
「
亰

都
／
大
學
圖
／
書
之
印
」、
登
録
番
号
黒
印
押
捺
。「
京
大
図
書
」
ラ
ベ
ル
。
表
裏
表
紙

（
秀
相
期
の
修
補
か
）
と
目
録
以
外
は
紙
背
文
書
あ
り
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
本
に
は
、
第
一
四
丁
表
に
、
和
長
の
享
禄
元
年
八
月
二
十
七
日
の
識
語

を
写
し
た
部
分
が
あ
り
、
花
押
影
が
和
長
の
署
名
の
上
に
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
花
押
影

は
、
例
え
ば
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
御
注
文
選
表
解
』（
請
求
記
号
WA 

16

17
、
和
装
・

大
本
・
一
冊
、〔
江
戸
初
期
〕〔
五
条
為
庸
〕
写
）
の
大
永
六
年
三
月
の
和
長
識
語
の
花
押

影
と
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
和
長
の
花
押
を
写
し
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

当
初
按
ず
る
に
、
山
科
本
は
舟
橋
秀
雄
（
秀
相
）
の
奥
書
―
―
後
に
「
本
奥
書
」
と
判

明
し
た
わ
け
だ
が
、
秀
雄
筆
と
考
え
て
い
た
―
―
が
あ
る
か
ら
に
は
秀
雄
筆
本
の
可
能
性

も
あ
ろ
う
と
、
筆
蹟
調
べ
の
た
め
京
都
大
学
附
属
図
書
館
で
清
家
文
庫
の
舟
橋
秀
相
写
の

図
書
を
拝
見
し
て
い
た
の
だ
が
、
調
査
最
終
日
に
、
カ
ー
ド
を
め
く
っ
て
い
て
偶
然
に
見

つ
け
、
万
里
小
路
惟
房
の
手
に
な
る
改
元
部
類
と
い
う
こ
と
で
気
に
な
っ
た
『
改
元
部
類

記
』
を
出
納
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
山
科
本
の
親
本
で
あ
っ
た
。

②　
図
書
寮

文
庫
蔵
山
科
本
『
西
襦
鈔
』 
函
架

番
号
509

107

大
永
元
年
東
坊
城
和
長
撰
、〔
江
戸
前
期
〕
舟
橋
家
本
写
。
山
科
家
旧
蔵
。
和
装
・
大

本
・
一
冊
。
縦
横
刷
毛
目
表
紙
27
・
3
×
20
・
1
（
五
ッ
目
綴
、
綴
糸
茶
）。
中
央
打
付

書
「
改
元
勘
例
抄
西
襦
抄
」。
扉
二
丁
（
扉
第
一
丁
表
墨
書
「
改
元
勘
例
抄
」、
扉
第
二
丁

表
墨
書
「
改
元
部
類
記
」、
同
裏
〔
小
序
〕）。
目
録
一
丁
。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
13
行

22
字
前
後
。
注
小
字
双
行
。
墨
・
朱
傍
記
、
朱
点
・
朱
符
号
あ
り
。
後
人
書
入
あ
り
（
山

科
師
言
（
の
ち
頼
言
、
一

七
二
二
〜
七
〇
）
な
ら
ん
（
口
絵
図
版
2
））。
不
審
紙
貼
付
あ
り
。
尾
題
な
し
。

本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
、
所
／
令
新
作
也
、
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、

馳
禿
筆
如
形
加
一
校
了
、
／
天
文
九
年
五
月
十
三
日
／
参
議
右
大
辨
藤
和

『
惟
歟
』（
朱
筆
）

房
」（
第
三

二
丁
裏
（
口
絵
図
版
1
））。
後
遊
紙
一
丁
（
本
奥
書
「
明
經
大
博
士
清
原
秀
雄
」）。
墨
付

三
四
枚
。
朱
長
方
印
「
山
科
藏
書
」（
篆
文
陽
刻
）
4
・
4
×
1
・
3
、
朱
方
印
「
藤
原

／
師
言
」（
篆
文
陰
刻
）
2
・
4
×
2
・
4
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

本
書
の
書
入
を
山
科
師
言
と
す
る
の
は
、
図
書
寮
文
庫
蔵
『
元
秘
抄
』（
函
架
番
号
415

402
）
の
書
入
と
の
比
較
に
よ
る
。

❸　
西 

尾 

市 

岩

瀬
文
庫
蔵

『
改
号
新
鈔
』 

函
号

番
号
126

43

江
戸
前
期
・
柳
原
資
廉
写
。
柳
原
家
旧
蔵
。
大
和
綴
・
大
本
・
一
冊
。
丁
子
色
表
紙

26
・
6
×
19
・
9
程
度
、
紙
縒
綴
本
。
中
央
打
付
外
題
「
改
号
新
鈔
和
長
卿
記
」。
料
紙
薄

様
。
毎
半
12
行
。
三
〇
丁
。
能
筆
上
写
本
。〔
小
序
〕・
目
録
あ
り
。
本
奥
書
「
右
一
冊
、

故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
、
所
令
／
新
作
也
、
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
／
如
形
加

一
校
了
、
／
天
文
九
年
五
月
十
三
日
／
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
」（
読
点
私
に
補
う
）。
見
返

左
下
に
所
持
識
語
「
権
中
納
言
藤
資
〔
廉
〕（
花

（
柳
原
資
廉
）

押
）」。
朱
長
方
印
「
柳
原
庫
」「
岩
瀬
文

庫
」。
函
号
等
ラ
ベ
ル
。

（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
よ
り
頒
布
の
紙
焼
写
真
お
よ
び
「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫 

古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「
日
本
古
典
資
料
調
査
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
７
）」）

④　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
阿 

波 

国 

文 

庫 

本 『
改
号
新
鈔
和
長
卿
記　

　
　

天
文
九
年
奥
書
写
』 

請
求

記
号
徳
大
寺

44

115

〔
江
戸
後
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
横
刷
毛
目
表
紙
28
・
8
×
21
・
2
（
大
和

綴
紅
白
水
引

二
本
綴

）。
中
央
打
付
書
「
改
號
新
鈔
和
長
卿
記
」、
外
題
脇
朱
書
「
西
襦
鈔
一
本
外
題
」。

前
遊
紙
一
丁
（
表
に
朱
書
ハ
リ
紙
「
此
一
冊
西
襦
抄
ニ
全
ク
仝
シ
（
朱
丸
印
○
印
文

「
藤
田
」
）」、

裏
に
〔
小
序
〕（
朱
符
号
あ
り
））。
目
録
一
丁
（
末
尾
に
「
イ
ニ
云
後
柏
原
院
…
」
の
朱
筆

書
入
）。
無
辺
無
界
毎
半
12
行
、
小
字
注
・
朱
符
号
等
あ
り
。
近
代
と
思
し
き
朱
筆
校
合

痕
あ
り
。
二
八
丁
。
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
所
令
／
新
作
也
、
先

年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
／
如
形
加
一
校
了
、
／
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月
十
三
日

／
（
低
四

格

）
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
」（
読
点
私
に
補
う
）（
第
二
八
丁
裏
）。
後
遊
紙
な
し
。

双
辺
朱
長
方
印
「
阿
波
國
文
庫
」（
楷
書
陽
刻
）
6
・
0
×
1
・
8
（
冊
首
冊
尾
各
一
顆
）。

史
料
備
用
ラ
ベ
ル
。
前
遊
紙
に
「
改
元
部
類
」（
墨
書
）
の
下
札
。
小
口
書
な
し
。
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外
題
脇
朱
書
に
あ
る
「
一
本
」
と
は
、
同
じ
く
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
の
⑱
『
西
襦
鈔
』
を

指
す
の
だ
ろ
う
。

⑤　
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵

『
続
群
書
類
従
』
の
う
ち

『
元
号
字
抄
』 

函
架

番
号
453

2 

の
う
ち

江
戸
期
写
。
和
学
講
談
所
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
香
色
布
目
表
紙
26
・
4
×

18
・
6
。
左
肩
単
辺
刷
題
簽
「
續
羣
書
類
従 

二
百
七
十
八
」（
巻
数
の
み
墨
書
）
17
・
9
×

3
・
6
、
中
央
上
方
副
題
簽
墨
書
「
○

（
朱
、押
捺
）／

元
號
字
抄
／
元
秘
抄
」
8
・
2
×
10
・
9
、

右
下
隅
「
家
九
」
墨
書
ハ
リ
紙
、
表
紙
上
に
朱
印
二
顆
押
捺
（
同
文
、
印
文
見
え
ず
）。

見
返
袋
中
「
第
二
」
墨
書
小
紙
片
。『
元
号
字
抄
』：
扉
一
丁
（
表
左
肩
扉
題
「
元
号
字

抄
」、
裏
〔
小
序
〕）。
目
録
一
丁
。
無
辺
無
界
12
行
19
字
前
後
。
注
小
字
双
行
。
傍
記
等

あ
り
。
朱
筆
な
し
。
三
一
丁
。
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
所
令
／
新

作
也
、
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
／
如
形
加
一
校
了
、
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月

十
三
日
／
（
低
五

格　

）
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
」（
第
三
一
丁
裏
）。『
元
秘
抄
』
合
綴
（
横
中
本

大
、
無
辺
無
界
10
行
11
字
前
後
。
注
小
字
双
行
。
朱
筆
あ
り
。
二
二
丁
。
前
○扉

後
遊
紙
各

一
丁
。
冊
尾
「　

　
　
　

長
和

改
元
」
附
箋
貼
付
）。
朱
長
方
印
「
和
学
講
談
所
」・
宮
内
省
①

印
○
図
書
寮
叢
刊
書

陵
部
蔵
書
印
譜

。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

と
こ
ろ
で
、
岩
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
直
接
本
書
に
言
及
し
た
部
分
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

「
塙
本
が
、
し
ば
し
ば
柳
原
本
に
底
本
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
と
い

う
）
8
（

。
岩
橋
説
を
敷
衍
し
て
、
本
書
も
他
書
同
様
底
本
が
柳
原
本
に
求
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、

万
里
小
路
惟
房
本
奥
書
も
含
め
、
岩
瀬
文
庫
本
と
の
関
係
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

⑥　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
続

群
書
類
従
』
の
う
ち

『
元
号
字
抄
』 

函
架

番
号
303

2 

の
う
ち

明
治
十
二
年
福
原
迪
写
、
塙
忠
韶
校
。
塙
家
旧
蔵
。
巻
二
七
八
〜
二
八
一
を
収
め
る
第

二
四
二
冊
（
墨
付
二
〇
一
枚
）
の
初
四
六
丁
が
「
元
号
字
抄
」。
和
装
・
半
紙
本
・
一
冊
。

香
色
無
地
絹
表
紙
25
・
3
×
17
・
6
（
二
本
取
、
茶
色
吉
祥
文
角
裂
存
）。
左
肩
双
辺
白

絹
刷
題
簽
「
續
群
書
類
従
」「
公
事
部
」
自
巻
第
「
二
百
七
十
八
」

至
巻
第
「
二
百
八
十
一
」」（「
　
」
内
墨
書
）
18
・
0
×

3
・
6
。
本
冊
全
体
の
目
録
、
各
巻
の
扉
が
あ
る
。「
元
号
字
抄
」
目
録
一
丁
（
目
録
題

「
元
号
字
抄
」）。
無
辺
無
界
10
行
20
字
、
朱
筆
校
正
痕
（
四
度
ヵ
、
う
ち
二
度
は
忠
韶
）、

四
二
丁
。
本
文
後
の
遊
紙
に
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
所
令
新
作
也
、

／
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
如
形
加
一
校
畢
、
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月
十
三
日

／
（
低
九

格

）
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
」。
巻
二
七
八
末
に
「
明
治
十
二
年
二
月
廿
五
日　

筆

者
福
原　

迪
／
『
三
月
五
日
一
校
了　

　

塙
忠
韶
』
／
對
校

検
閲　
　

數
原
元
晴
／
『
同
十
七

年
四
月
廿
九
日
午
前
二
時
校
了
（
花
押
）（
朱
印
○
印
文
「
源

忠
韶
印
」

）（『　

』
内
朱
筆
）。「
元
号

字
抄
」「
元
秘
抄
」
間
の
遊
紙
に
〔
小
序
〕（
⑦
と
同
じ
だ
が
本
奥
書
は
な
し
）。「
元
秘

抄
」
以
下
写
式
同
然
。
巻
ご
と
に
書
写
奥
書
（
除
巻
二
八
一
）。
ま
た
「
改
元
烏
兎
記
」

に
延
宝
九
年
の
本
奥
書
。
内
容
的
に
は
⑤
⑦
お
よ
び
活
字
化
さ
れ
た
『
続
群
書
類
従
』
と

お
お
む
ね
同
じ
。

⑦　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

『
続
群
書
類
従
』
の
う
ち

『
元
号
字
抄
』 

請
求

番
号
216

1 

の
う
ち

〔
江
戸
末
期
〕
写
。
教
部
省
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。『
元
秘
抄
』
を
合
綴
。
茶

色
無
地
表
紙
26
・
2
×
18
・
5
、
左
肩
双
辺
刷
題
簽
「
続
羣
書
類
従　

　
　
　
「
二
百
七

十
八
」」。
扉
一
丁
、（
元
号
字
抄
の
）
目
録
一
丁
。
無
辺
無
界
毎
半
10
行
、
四
二
丁
。
末

一
丁
に
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
所
令
新
作
也
、
／
先
年
不
慮
一
覧

之
次
、
馳
禿
筆
如
形
加
一
校
畢
、
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月
十
三
日
／
（
低
九

格

）
参
議

右
大
辨
藤
惟
房
」。
続
け
て
次
丁
よ
り
『
元
秘
抄
』（
写
式
同
然
、
前
遊
紙
・
目
録
共
一
七

丁
）。
後
遊
紙
等
な
し
。
朱
方
印
「
大
日
本
／
帝
國
／
圖
書
印
」「
日
本
／
政
府
／
図
書
」。

「
和
書
門
」
ラ
ベ
ル
、
内
閣
文
庫
新
旧
ラ
ベ
ル
。

内
容
は
⑥
同
様
、
基
本
的
に
は
⑤
や
活
字
本
と
同
じ
だ
が
、
直
接
の
親
本
は
⑥
だ
と
推

（
墨
書
）
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定
さ
れ
て
い
る

）
9
（

。
さ
て
、
本
書
に
つ
き
注
目
す
べ
き
は
「
元
秘
抄
」
前
の
遊
紙
で
、「
元

号
秘
抄
表
書
云
」
と
し
て
所
謂
〔
小
序
〕
と
、
万
里
小
路
惟
房
の
本
奥
書
を
、（
奥
書
は

「
元
号
字
抄
」
と
は
別
に
）
引
い
て
い
る
点
で
あ
り
、
実
に
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

⑧　
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
寮
文
庫
蔵

『
改
元
考
』 

函
架

番
号
175

258

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
横
刷
毛
目
表
紙
27
・
2
×
19
・
0
。
左
肩

打
付
書
「
改
元
」。
前
遊
紙
一
丁
（
裏
面
〔
小
序
〕）、
目
録
一
丁
。
無
辺
無
界
12
行
20
字

前
後
。
注
小
字
双
行
、
間
々
注
記
あ
り
。
原
則
朱
筆
な
し
（
一
部
読
点
に
朱
を
用
う
）。

最
終
丁
裏
面
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
、
所
令
／
新
作
也
、
先
年
不
慮
一
覧

之
次
、
馳
禿
筆
／
如
形
加
一
校
了
、
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月
十
三
日
／
（
低
五

格

）
参

議
右
大
辨
藤
惟
房
」。
墨
付
三
三
枚
（
小
序
・
目
録
含
む
）。
朱
長
方
印
「
宮
内
省
御
／
系

譜
課
」（
篆
文
陽
刻
）
2
・
7
×
1
・
5
、
朱
長
方
印
「
明
治
十
八
年
改
」（
楷
書
陽
刻
）

1
・
9
×
0
・
9
、
図
書
寮
Ｂ
印
。
ハ
リ
紙
「
第
三
号
」（
朱
押
捺
、「
三
」
朱
書
）。
明

治
ラ
ベ
ル
・
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
改
元
」（
朱
書
）。

❾　
彰
考
館

文
庫
蔵
『
改
号
新
鈔
』

未
見
。『
彰
考
館
蔵
書
目
録
』（
図
書
寮
文
庫
蔵
本
、
函
架
番
号
102

161
、
三
冊
）
第
三

冊
、
巻
六
、
申
廿
一
の
項
に
「
改
号
新
抄　

　

一
本
」
と
あ
り
、
ま
た
『
彰
考
館
図
書
目

録
』（
彰
考
館
文
庫
編
、
一
九
一
八
年
）
六
七
二
ペ
ー
ジ
、
巻
之
十
九
、
申
部
に
「
改
號

新
鈔　

大
納
言
和
長
鈔　

大
永
元
年
」、
冊
数
「
一
」、
番
号
「
一
七
」、
写
刊
「
寫
」
と

見
え
る
の
が
該
本
だ
ろ
う
。
⑩
内
閣
文
庫
本
・
11
九
州
大
学
本
の
親
本
。

⑩　
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

『
改
号
新
鈔
』 

請
求
番
号
145

1395

明
治
十
五
年
松
林
織
之
助
・
樹
下
茂
国
写
。
彰
考
館
本
写
。
修
史
局
旧
蔵
。
和
装
・
大

本
・
一
冊
。
薄
丁
子
引
表
紙
27
・
0
×
19
・
0
（
紫
色
角
裂
存
）。
左
肩
双
辺
題
簽
「
改 

新
鈔　

全
」（
印
刷
枠
内
墨
書
）
18
・
4
×
3
・
1
。
扉
一
丁
（
扉
題
「
改
號
新
鈔　
全
」）。

目
録
一
丁
。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
9
行
16
字
。
注
小
字
双
行
。
原
則
句
読
点
・
訓
点
な

し
。
朱
筆
校
合
注
あ
り
。
間
々
朱
筆
ハ
リ
紙
あ
り
。
八
九
丁
。
尾
題
な
し
。
後
遊
紙
二
丁
。

本
奥
書
「
本
云
、
大
永
元
年
八
月　

日
／
上
下
鈔
注
畢
、
／
正
二
位
大
納
言
和
長
」（
○
後

遊
紙

第
一

丁
表
）、
同
「　『

改
號
新
鈔
』

右
元
禄
乙
亥『
季夏

』、
以
京
師
人
山
本
文
右
衛
門
傳
借
／
本
冩
之
、『
大
串
元

善
奉　

命
』」（
○
後
遊
紙
第
一
丁
裏
、『　

』
内
朱
筆
、
な

お
こ
の
奥
書
の
両
脇
に
鉛
筆
書
の
直
線
あ
り
）、
書
写
・
校
合
奥
書
「
明
治
十
五

年
八
月
十
九
日
、

族
德
川
昭
武
藏
書
ヲ
冩
ス
、
／
三
級
冩
字
生
松
林
織
之
助
」「
明
治

十
五
年
十
月
、
以
德
川
韶

（
マ
マ
）武

藏
本
謄
寫

校
合
、
／
樹
下
茂
国
（
朱
丸
印
印
文

「
樹
下
」
）」。

朱
方
印
「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」。
古
ラ
ベ
ル
、
旧
内
閣
文
庫
ラ
ベ
ル
（
二
枚
）、
現
内
閣

文
庫
ラ
ベ
ル
。
函
号
下
札
。
小
口
書
「
改
ｆ
新
抄　

　

完
」。

複
数
あ
る
朱
筆
ハ
リ
紙
の
う
ち
特
記
す
べ
き
は
、
第
四
八
丁
裏
左
下
隅
に
貼
ら
れ
た
、

「
以
上
蜂
須
賀
本
西
襦
／
鈔
ト
仝
書
、」
と
あ
る
も
の
だ
。
内
容
的
に
第
四
八
丁
ま
で
は
元

号
の
文
字
に
つ
い
て
の
故
実
―
―
所
謂
「
西
襦
鈔
」
諸
本
に
一
致
―
―
が
、
第
四
九
丁
以

降
は
別
に
目
録
を
附
し
た
「
勘
文
読
様
事
」
以
下
の
改
元
仗
儀
の
作
法
書
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
当
該
文
中
「
蜂
須
賀
本
」
は
、
阿
波
国
文
庫
本
の

こ
と
で
、
の
ち
徳
大
寺
家
に
伝
わ
り
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
る
（
後
述
）。

11　
九
州
大
学
附
属
図
書
館

萩　

野　

文　

庫　

蔵

『
改
号
新
鈔
』 

所
在

記
号
萩
野
文
庫
／
カ
／
38

萩
野
由
之
写
。
和
装
・
半
紙
本
・
一
冊
。
法
量
23
・
6
×
16
・
0
。
外
題
「
改
號
新

鈔
」。
六
二
丁
。
冊
尾
「
右
改
號
新
鈔
一
巻
、
以
水
戸
彰
考
館
本
写
、　

由
之
識
」
と
あ
り

（
読
点
私
に
補
う
）。
蔵
書
印
「
佐
度
萩
埜

之
圖
書
印
」。

（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
書
誌
情
報

）
10
（

）

12　
神
宮
文

庫
蔵

『
改
号
新
鈔
』 

号
第
五
門

57

未
見
。
東
坊
城
和
長
撰
、
明
暦
二
年
写
、
一
冊
（『
神
宮
文
庫
図
書
目
録
』（
一
九
二
二

年
、
神
宮
司
庁
）
三
二
八
ペ
ー
ジ
参
照
）。

（
闕
字
）
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書
名
の
み
よ
り
判
断
す
る
の
は
極
め
て
不
誠
実
な
態
度
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
陳
べ
れ

ば
、
こ
の
書
名
で
あ
る
か
ら
に
は
、
彰
考
館
本
な
い
し
は
柳
原
本
と
同
系
統
の
写
本
だ
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

⑬　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
寄
託

菊　

亭　

文　

庫　

蔵　
『
改
号
新
抄
』 

請
求

記
号
菊
亭
文
庫　

菊
／
カ
／
19

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
香
色
無
地
表
紙
27
・
9
×
20
・
0（
包
背

装

）。

中
央
打
付
書
「
改
号
新
抄　
和
長
卿
記
」、
左
肩
打
付
書
「
西〃

襦〃

抄〃

」。
扉
一
丁
、
扉
題
「
西

襦
抄
」、
裏
面
〔
小
序
〕。
目
録
一
丁
。
無
辺
無
界
毎
半
10
行
。
本
文
三
三
丁
。
後
遊
紙
一

丁
、
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
、
所
令
／
新
作
也
、
先
年
不
慮
一
覧

之
次
、
馳
禿
筆
／
如
形
加
一
校
了
、
／
（
低
一

格

）
天
文
九
年
五
月
十
三
日
／
（
低
五

格

）
参

議
右
大
辨
藤
惟
房
」。
蔵
書
印
「
今
出
／
川
／
藏
書
」。
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
。

本
書
は
後
述
の
如
く
、
目
録
が
、
Ｂ
系
で
あ
り
な
が
ら
Ａ
系
の
よ
う
に
番
号
を
附
す
も

の
で
あ
り
、
か
つ
「
西
襦
抄
」
の
外
題
を
ミ
セ
ケ
チ
す
る
（
扉
題
は
「
西
襦
抄
」
の
ま

ま
）
一
方
、〔
小
序
〕
と
万
里
小
路
惟
房
の
奥
書
を
有
す
る
な
ど
、
少
々
他
本
と
趣
を
異

に
す
る
。
両
者
の
混
合
的
形
態
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
狭
義
の
『
西
襦
鈔
』
系
の
本
を
写
し

た
も
の
に
、
後
に
万
里
小
路
系
の
本
か
ら
〔
小
序
〕・
惟
房
奥
書
・
享
禄
の
和
長
識
語
上

に
朱
花
押
影
を
加
え
、
さ
ら
に
万
里
小
路
系
目
録
に
倣
っ
て
各
項
に
番
号
を
附
し
た
も
の

が
親
本
な
の
だ
ろ
う
（
目
録
・
本
文
・
奥
書
と
も
一
筆
か
）。

14　
東
山
御
文
庫
尊
蔵

（
侍
従
職
管
理
）

『
西
襦
鈔
』 

勅
封

番
号
38

41

江
戸
前
期
写
。
和
装
・
中
本
・
一
冊
。
中
央
打
付
書
「
西
襦
鈔
」（
後
西
院
宸
筆
）。
紙

数
三
五
枚
（
墨
付
三
三
枚
）。
本
文
処
々
朱
点
朱
勾
点
あ
り
。
裏
表
紙
見
返
に
「
明
暦
」

朱
印
（
後
西
院
御
所
用
）。 

（
東
山
御
文
庫
本
『
西
襦
鈔
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

）
11
（

）

⑮　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

旧　

 

高　

 

松　

 

宮　

 

本

『
西
襦
鈔
』 

資
料

番
号
Ｈ

600

1015
（
旧
タ
函
14
）

江
戸
前
期
写
。
有
栖
川
宮
・
高
松
宮
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
薄
青
色
表
紙
27
・

8
×
20
・
0
。
中
央
打
付
書
「
西
襦
鈔
」。
前
遊
紙
一
丁
。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
毎
半

12
行
25
字
前
後
（
字
高
21
・
5
程
度
）。
墨
朱
勾
点
・
朱
点
・
墨
抹
消
符
、
朱
墨
訓
点
あ

り
。
目
録
（
Ｂ
系
）
一
丁
。
本
文
三
二
丁
。
後
遊
紙
一
丁
。
蔵
書
印
・
小
口
書
な
し
。
旧

ラ
ベ
ル
二
種
（
表
々
紙
丸
ラ
ベ
ル
「
タ
14
」・
前
見
返
「
一

440

14
」）。「
⑭
」
と
あ
る

紙
片
一
枚
附
属
。

本
書
は
字
配
り
も
含
め
、
14
東
山
御
文
庫
本
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
山
本

に
あ
る
抹
消
符
や
返
点
な
ど
を
落
す
。
所
蔵
者
は
江
戸
前
期
写
と
す
る
が
、
東
山
本
と
の

親
子
関
係
を
前
提
す
れ
ば
、
書
写
年
代
は
中
期
こ
ろ
ま
で
下
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
参
考
：『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録

）
12
（

』）

⑯　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
東
山
御

文
庫
記
録
』
第
一
一
六
冊
の
う
ち

『
西
襦
鈔
』 

請
求

番
号
2000

1
、
第
一
一
六
冊

明
治
三
十
六
年
写
、
同
年
〔
辻
善
之
助
〕
校
。
茶
色
無
地
表
紙
26
・
0
×
19
・
0

（
朱
・
墨
㊙
印
各
一
顆
押
捺
、
ハ
リ
紙
「
山
城
採
訪
」）。
左
肩
双
辺
刷
題
簽
中
墨
書
「
京

都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録　
甲
百
二
十
四
」
18
・
5
×
3
・
5
、
中
央
墨
書
「
行
類
抄
改

元
／
西
襦
抄
／
改
元
詔
書
等
永
治
元
年
／
改
元
仗
儀
公
卿
嘉
保
元
年
至
延
寳
元
年
／
伊 

勢 

両 

宮

日
光
東
照
宮

例
幣
使
料
目
録
承
應
二
年
」。
第
五
五
丁
（
扉
）
よ
り
「
西
襦
鈔
」。
扉
一
丁
、「
西
襦
鈔
」

（
墨
書
扉
題
）・「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
／
第
三
十
八
番改

元

合
箱
ノ
中
」（
青
筆
）、「
校
了
」

朱
印
。
目
録
（
Ｂ
系
）
一
丁
。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
毎
半
11
行
（
字
高
21
・
3
程
度
）、

青
筆
で
校
合
。
本
文
三
二
丁
。
本
文
の
後
の
一
丁
に
書
写
奥
書
「
明
治
三
十
六
年
九
月
、

以
京
都
東
山
御
文
庫
本
／
寫
之
、」。
本
冊
「
行
類
鈔
」
末
に
明
治
三
十
六
年
九
月
三
十
日

に
写
し
、
同
日
一
校
す
る
旨
の
辻
善
之
助
青
筆
校
合
奥
書
あ
り
、
こ
れ
と
「
西
襦
鈔
」
中

の
青
筆
の
色
・
字
が
一
致
す
る
の
で
、
同
人
の
同
時
の
校
合
な
ら
ん
。「
行
類
鈔
」
扉
裏

「
東
京
大
學
圖
書
」「
史
料
編
纂
所
圖
書
之
印
」「
2
0
2
3
8
」、「
行
類
鈔
」
巻
首
「
文

科
大
學
史
料
編
纂
掛
」
の
各
印
。
史
料
備
用
ラ
ベ
ル
。
下
小
口
書
「
行
類
抄
等 

甲
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百
廿
四
」、
背
小
口
書
「
京
都
東
山
御
文
庫
記
録　

　
　
　

甲　
　
　

百
廿
四
」。

⑰　
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
寮
文
庫
蔵

『
西
襦
鈔
』 

函
架

番
号
175

568

大
正
九
年
14
東
山
御
文
庫
本
の
影
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
茶
色
無
地
表
紙
32
・
9

×
23
・
5
。
左
肩
双
辺
題
簽
「
西
襦
鈔
」（
印
刷
枠
内
墨
書
）
21
・
2
×
5
・
2
。
無
辺

無
界
11
行
23
字
前
後
（
字
高
23
・
2
程
度
）。
前
後
遊
紙
各
一
丁
。
本
文
三
三
丁
。
冊
尾
、

宮
内
省
一
三
行
（
大
九
）
罫
紙
（
一
枚
）
に
撰
者
を
和
長
と
定
め
た
る
調
査
結
果
を
附
す

（
森
林
太
郎
図
書
頭
の
命
で
調
査
を
行
っ
た
と
い
う
。
大
正
十
年
十
二
月
十
三
日
芝
葛
盛

に
よ
る
○
花
押

あ
り

）。
冊
尾
「
大
正
九
年
／
十
月
二
十
四
日
／
一
校
了
、」（
朱
筆
）
の
校
合
奥

書
。

⑱　
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
阿
波
国
文
庫
本

『
西
襦
鈔
』 

請
求

番
号
徳
大
寺
家
本

44

120

〔
江
戸
後
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
青
鈍
色
無
地
表
紙
29
・
0
×
21
・
4

（
五
ッ
目
綴
、
綴
糸
青
）。
中
央
打
付
書
「
西
襦
鈔
」。
前
遊
紙
一
丁
。
目
録
（
Ｂ
系
）
一

丁
。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
毎
半
12
行
23
字
前
後
（
字
高
23
・
4
程
度
）。
傍
訓
・
頭

書
・
朱
点
等
朱
符
号
あ
り
。
本
文
三
二
丁
。
後
遊
紙
一
丁
。
冊
首
（
目
録
首
）・
巻
尾

（
最
終
丁
表
）
に
双
辺
朱
長
方
印
「
阿
波
國
文
庫
」（
楷
書
陽
刻
）
6
・
0
×
1
・
3
（
印

ア
テ
紙）

13
（

存
）。
史
料
備
用
ラ
ベ
ル
。
附
札
「
水
戸
本
冩
改
号
新
抄
ノ
上
半
冊
ト
仝
シ
」（
朱

筆
）。
下
札
「
改
元
部
類
」（
墨
書
）。

④
修
史
局
本
『
改
号
新
鈔
』
ハ
リ
紙
に
あ
っ
た
「
蜂
須
賀
本
」
で
あ
る
。
こ
の
附
札
に

よ
っ
て
、
本
書
と
『
改
号
新
鈔
』
が
、
修
史
局
時
代
に
対
校
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
鮮
明

に
な
っ
た
（「
水
戸
本
写
」
と
は
彰
考
館
本
の
写
と
の
謂
だ
ろ
う
）。

⑲　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
徳
大
寺
家
仮
綴
本

『
西
襦
鈔
』 

請
求

番
号
徳
大
寺
家
本

01

6

江
戸
期
写
。
共
紙
表
紙
29
・
6
×
20
・
9
。
仮
綴
・
大
本
・
一
冊
。
左
肩
打
付
書
「
西

襦
抄
」。
内
題
な
し
。
無
辺
無
界
12
行
25
字
前
後
（
字
高
21
・
5
程
度
）。
構
成
は
、
表
紙

の
後
に
九
丁
（
所
謂
「
改
元
新
号
字
難
事
」
系
本
に
相
当
）、
こ
の
部
分
の
裏
表
紙
に
相

当
す
る
と
思
し
き
白
紙
一
丁
、
扉
（
後
半
の
共
紙
表
紙
に
相
当
か
）
一
丁
（
左
肩
「
西
襦

抄
」
○
外
題

と
同
筆
）、〔
小
序
〕
一
丁
（
後
半
丁
。
前
半
丁
白
紙
。
朱
筆
あ
り
）、
目
録
一
丁
（
Ａ

系
）、「
撰
出
新
字
事
」
以
下
一
九
丁
。
本
奥
書
「
右
一
冊
、
故
坊
城
前
大
納
言
和
長
卿
、

所
令
新
作
也
、
／
先
年
不
慮
一
覧
之
次
、
馳
禿
筆
如
形
加
一
／
校
了
、
／
（
低
一

格

）
天
文

九
年
五
月
十
三
日
／
（
行末

）
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
判
」。
裏
表
紙
表
に
「
文
禄　

杜
氏
通

禄
…
」
と
あ
り
。
蔵
書
印
な
し
。「
史
料
備
用
」
ラ
ベ
ル
。

も
と
二
冊
本
だ
っ
た
も
の
を
合
綴
し
た
と
思
し
く
、
外
よ
り
見
て
も
境
が
判
然
と
し
て

い
る
。
後
半
が
目
録
か
ら
写
し
な
が
ら
首
三
篇
を
落
し
て
い
る
の
は
、
先
に
「
改
元
新
号

字
難
事
」
系
仮
綴
写
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
な
い
部
分
だ
け
を
後
に
書
写
し
た
か
ら
か
と
推

す
る
。
外
題
と
併
せ
考
え
れ
ば
合
綴
者
と
後
半
書
写
者
は
同
一
人
だ
ろ
う
。
な
お
、「
文

禄
…
」
の
記
述
は
①
天
文
写
本
か
ら
あ
る
時
期
以
降
の
派
生
し
た
系
統
の
本
に
見
ら
れ
る

特
徴
ゆ
え
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
惟
房
の
奥
書
末
に
「
判
」
と
あ
る
こ
と
は
、
他
の
万
里

小
路
系
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
天
文
写
本
か
ら
直
接
転
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
。「
文
禄

…
」
の
記
述
と
合
せ
て
よ
く
考
え
た
い
点
だ
。

⑳　
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

『
西
襦
抄
』 

請
求

番
号
145

1402

〔
江
戸
前
期
〕
写
。
坊
城
家
旧
蔵
（
坊
城
俊
広
所
持
）。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
香
色

無
地
表
紙
27
・
9
×
19
・
9
（
綴
糸
茶
）。
左
肩
打
付
書
「
西
襦
鈔
全
」。
前
遊
紙
二
丁

（
前
遊
紙
第
二
丁
裏
〔
小
序
〕）。
目
録
一
丁
。
無
辺
無
界
10
行
22
〜
24
字
前
後
。
注
小
字

双
行
。
朱
符
号
あ
り
。
原
則
訓
点
な
し
。
朱
筆
書
入
は
書
写
者
な
い
し
は
加
点
者
に
よ
る

か
。
尾
題
な
し
。
後
遊
紙
一
丁
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
無
郭
朱
印
「
小
川
坊
城
文
庫
」

（
篆
文
陽
刻
）
縦
10
・
7
、
朱
方
印
「
俊
／
廣
」（
双
辺
篆
文
陽
刻
）
2
・
7
×
〔
2
・
7

○
ノ
ド
に
掛

り
測
れ
ず

〕、
朱
方
印
「
内
閣
／
文
庫
」。
旧
和
書
門
ラ
ベ
ル
、
旧
内
閣
文
庫
ラ
ベ
ル
、
現



（ 38 ）

『西襦鈔』なる改元部類

内
閣
文
庫
ラ
ベ
ル
。
函
号
下
札
。
小
口
書
「
西
襦
抄
」。

21　
島 

原 

図 

書 

館

肥
前
松
平
文
庫
蔵

『
西
襦
抄
』 

函
架

番
号
松
8

7

江
戸
前
期
写
。
島
原
松
平
家
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
前
闕
本
。
後
補
無
地
表
紙

27
・
5
×
19
・
9
。
左
肩
無
辺
題
簽
「
西
襦
抄
」。
内
題
な
し
。
毎
半
11
行
。
書
入
な
し
。

二
六
丁
（
含
目
録
一
丁
、
前
後
遊
紙
各
一
丁
）

）
14
（

。
料
紙
薄
様
（
裏
打
あ
り
）。
本
奥
書
「
奥

書
云
、
／
元
和
第
七
辛酉

二
月
十
一
夜
、
於
番
衆
所
灯
下
奥
三
枚
并
朱
点
了
于
時
寅
刻
歟
、
夜

半
鐘
之
後
始
之
、

／
黄
門
郎
源
通
村
／
去
年
建
筆
本
、
所
借
請
于
永
慶
朝
臣
、
件
本
僻
字
誤
字
数
多
、
少
々

以
愚
推
改
之
猟
重
可
／
考
正
而
已
／
校
合
了
、」。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
ス
タ
ン
プ
。
島

原
図
書
館
ラ
ベ
ル
。

（
国
文
学
研
究
資
料
館「
日
本
古
典
資
料
調
査
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」・
同
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
画
像

）
15
（

）

22　
京
都
大
学

文
学
部
蔵
『
西
襦
抄
』　
（
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
『〈
寄
託
〉
勧
修
寺
家

文
書
目
録
』（
一
九
五
八
年
）
所
載
仮
番
号
：
Ａ

）

江
戸
期
写
。
勧
修
寺
家
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
中
央
打
付
書
「
西
襦
抄
」。
竹

文
表
紙
、
縦
30
・
4
程
度
。
前
遊
紙
一
丁
、
目
録
一
丁
、
本
文
一
九
丁
、
後
遊
紙
一
丁
。

毎
半
13
行
。
本
奥
書
「
元
和
第
七
辛酉

二
月
十
一
夜
、
於
番
衆
所
灯
下
奥
三
枚
并
朱
点
了
于

時
寅
刻
歟
、
夜
半
鐘
之
後
始
之
、

黄
門
郎
源
通
村
／
去
年
建
筆
本
、
所
借
請
于
永
慶
朝
臣
、
件
本

僻
字
誤
字
数
多
、
少
々
以
愚
推
改
之
猟
重
可

考考〃
正
而
已
、」。
島
原
松
平
家
本
と
同
系
統
。

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
『
勧
修
寺
家
記
録
』
請
求

番
号
六
一
七
〇
．
六
八

一
、
第
二
〇
冊
）

23　
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

蔵
『
改
元
部
類
記
』
第
八
冊

『
西
襦
抄
』 

請
求

番
号
貴

326
の
う
ち

宝
永
五
年
写
。
桑
原
長
義
旧
蔵
。
大
和
綴
（
紙
縒
）・
大
本
・
一
冊
（
一
〇
冊
の
う
ち
）。

左
肩
打
付
書
「
西
襦
抄
」。
斜
刷
毛
目
表
紙
、
横
19
・
5
程
度
。
前
遊
紙
一
丁
、
目
録
一

丁
、
本
文
三
五
丁
、
後
遊
紙
一
丁
。
毎
半
10
行
。
書
写
奥
書
「
寳
永
五
年
三
月
八
日
改
元

記
悉
／
焼
失
之
後
、
假
請
六
条
相
公
羽
林
有
藤
卿
、
／
本
、
令
書
写
遂
校
合
了
、
／
（
行末

）

正
三
位
菅
長
義
（
朱
印
○
印
文
「
桑

／
原
／
藏
」
）」（
読
点
私
補
）。
朱
方
印
「
長
義
／
之
印
」（
篆
文
陰

刻
）。「
特
／
927
／
184
／
⑧
」
ラ
ベ
ル
。

伊
藤
慎
吾
氏
が
東
坊
城
家
旧
蔵
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
本
で
あ
る
。
書
写
奥
書
は
桑
原
長

義
（
五
条
為
庸
四
男
）
の
も
の
で
、
東
坊
城
家
伝
来
と
い
う
由
緒
に
つ
い
て
は
判
然
と
し

な
い
。（
3
館
合
同
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
・
京
の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ
の
書
誌
情
報
お
よ
び
公
開
の
デ
ジ
タ
ル
画

像
を
見
て
筆
者
再
構
成

）
16
（

）

㉔　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
西

襦
抄
』
六
冊
の
内
第
四
冊

『
西
襦
抄
』 

請
求

番
号
徳
大
寺
家
本

01

007

04

本
書
は
六
冊
全
体
に
対
し
て
「
西
襦
抄
」
と
の
外
題
が
附
さ
れ
る
が
、
実
は
改
元
部
類

の
類
聚
本

）
17
（

で
、
そ
の
第
四
冊
後
半
が
「
西
襦
鈔
」
で
あ
る
。

所
謂
『
西
襦
鈔
』
部
分
を
含
む
第
四
冊
の
書
誌
デ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
。

〔
江
戸
前
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
六
冊
の
う
ち
の
一
冊
。
浅
葱
色
無
地
表
紙
26
・
0

×
20
・
5
（
五
ッ
目
綴
、
二
本
取
、
綴
糸
緑
、
押
八
双
あ
り
）。
見
返
裏
面
（
も
と
表

だ
っ
た
部
分
）
に
旧
共
紙
表
紙
外
題
と
思
し
き
も
の
が
見
え
、「
改
元
部
類
記
九
槐
記
右
大
将

良
通
記

／
西
襦
鈔
（
隔
六
格
）
六
冊
之
内
墨
付
八
丁
」
と
あ
る
。
前
遊
紙
一
丁
。
内
題
「
改
元
部

類
記
後
鳥
羽
院　

　
　
　
　

改
壽
永
三
年
為
元
暦
元
九
槐
記
右
大
将

良
通
記
」（
前
半
）・「
西
襦
鈔
」（
後
半
）。
本
文
写
式
、

無
辺
無
界
毎
半
14
〜
15
行
（
字
高
22
・
4
程
度
）。
八
丁
（『
九
槐
記
』
二
丁
、『
西
襦
鈔
』

六
丁
）。
内
容
的
に
は
一

2

（
イ
）
で
い
う
と
こ
ろ
の
（
一
）
〜
（
三
）
お
よ
び

（
六
）
の
途
中
ま
で
で
あ
る
。

㉕　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
寄
託

菊

亭

文

庫

蔵
『
西
襦
抄
』 

請
求

番
号
菊
亭
文
庫　

菊
／
サ
／
1

江
戸
期
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
前
掲
⑱
徳
大
寺
類
聚
本
と
同
系
の
六
冊
本
を
一
冊

に
ま
と
め
て
書
写
し
た
も
の
。

香
色
無
地
表
紙
27
・
1
×
20
・
0
（
五
ッ
目
綴
、
二
本
取
）。
各
部
（
㉔
の
各
冊
ご
と

の
分
か
れ
目
）
に
扉
が
あ
り
、「
西
襦
抄
〈
細
目
○
書
式
区
々
、
細
目

な
き
も
の
も
あ
り

〉
六
冊
之
内
」
の
如
し
。

各
書
（
各
部
分
）
の
所
収
順
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
順
序
は
「
改
元
部
類
記
九
槐
記
右
大
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将
ｈ
記
」「
寛
喜
改
元
記
（
寛
喜
改
元
申
詞
）
／
中
納
言
朝
隆
卿
記
／
範
輔
卿
記
」「〔
不
知

記
〕○
扉
題

な
し

」「
文
和
五
年
広
橋
贈
左
府
記
／
享
禄
改
元
申
詞
○
扉
題
の
順
。

所
収
順
は
逆

」「
改
元
部
類

記
○
内
題
に
云

く
、
公
尚
卿
記
／
貞
治
改
元
記
」「
水
無
瀬
宰
相
」
で
あ
る
。

『
西
襦
鈔
』
は
第
三
丁
表
第
六
行
よ
り
始
ま
る
（
当
該
行
に
「
西
襦
鈔
」
と
の
内
題
が

あ
る
）。
中
途
よ
り
始
ま
る
の
で
、
親
本
（
な
い
し
は
祖
本
）
と
字
配
り
な
ど
の
差
異
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
㉔
徳
大
寺
六
冊
本
中
の
も
の
と
同
様
、
内
容
的
に
は
（
一
）
〜

（
三
）
お
よ
び
（
六
）
の
一
部
の
み
で
止
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

そ
の
他
書
名
等
に
よ
り
『
西
襦
鈔
』
の
系
統
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
列
記
す
る
と
、

26
陽
明
文

庫
蔵

『
西
襦
鈔
』・
27
三
条

家
本
『
西
襦
鈔
』
が
あ
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

㉘　
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
寮
文
庫
蔵

『
改
元
新
号
字
難
事
等
』 
函
架

番
号
九

5142

江
戸
初
期
写
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
原
装
香
色
無
地
表
紙
28
・
5
×
19
・
7
（
押
八

双
あ
り
、
綴
糸
緑
）。
左
肩
打
付
書
「
改
元
新
号
字
難
事
」（
本
文
と
同
筆
）。
前
遊
紙
一

丁
。
無
辺
無
界
11
行
24
字
前
後
。
注
小
字
双
行
。
朱
符
号
あ
り
。
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
書
改

め
あ
り
。
小
字
傍
記
あ
り
。
末
尾
の
本
奥
書
の
如
き
（「
此
一
冊
…
」）
は
実
は
途
中
の
和

長
識
語
（
清
家
文
庫
近
世
写
本
に
同
じ
）。
図
書
寮
Ｃ
印
。
書
陵
部
ラ
ベ
ル
。
閲
覧
室
備

付
図
書
カ
ー
ド
に
「
正
保
改
元
に
際
す
る
九
条
道
房
周
辺
の
書
写
に
か
か
る
」
と
あ
り
。

㉙　
京
都
大
学
附
属
図
書
館

清　

家　

文　

庫　

蔵
『
改
元
新
号
字
難
事
／
付
陳
』 請
求

番
号
5

17
／
カ
／
1
貴

江
戸
期
写
。
舟
橋
家
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
浅
葱
色
無
地
表
紙
、
27
・
0
×

20
・
1
（
五
ッ
目
綴
・
二
本
取
）。
左
肩
打
付
書
「
改
元
新
号
字
難
事
附
陳
」。
無
辺
無
界

12
行
25
字
前
後
。
注
小
字
双
行
。
朱
点
、
朱
筆
書
入
、
墨
書
頭
書
（
異
本
注
記
な
い
し
は

校
訂
注
か
）。
九
丁
。
冊
尾
に
大
永
元
年
和
長
識
語
。
蔵
書
印
「
亰
都
／
大
學
圖
／
書
之

印
」
お
よ
び
黒
ス
タ
ン
プ
。

な
お
、『
国
書
総
目
録
』
に
は
「
正
徳
四
頃
写
？
」
と
あ
る
。

以
上
縷
々
記
述
し
て
は
み
た
が
、
外
題
等
が
異
な
り
、
未
だ
見
出
せ
ぬ
本
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
恐
れ
る
。

三
、『
西
襦
鈔
』
の
構
成
お
よ
び
諸
本
の
位
置
付
け

1
．〔
小
序
〕
に
つ
い
て

こ
こ
で
ひ
と
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
便
宜
「〔
小
序
〕」
と
名
付
け
た
部
分
で
あ
る
。
万

里
小
路
系
諸
本
で
巻
頭
に
置
か
れ
る
覚
書
的
な
小
文
で
―
―
殊
に
続
群
書
類
従
刊
本
だ
と

全
て
の
文
が
平
滑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
よ
り
序
文
ら
し
く
見
え
る
―
―
三
つ
の
部
分

か
ら
成
る
（
各
段
の
詳
し
い
内
容
は
続
群
書
類
従
刊
本
に
就
け
ば
よ
ろ
し
い
）。

（
ア
）　

改
元
事
始
―
―
「
改
元
、
史
記
秦
本
紀
、
恵
文
王
十
四
年
…
」

（
イ
）　

年
号
起
源
―
―
「
年
号
、
自
漢
武
帝
建
元
々
年
始
、
…
」

（
ウ
）　

改
元
儀
式
―
―
「
改
元
之
儀
、
禁
秘
抄
上
巻
載
之
、」

実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
三
段
落
は
万
里
小
路
系
諸
本
に
共
通
し
、
さ
ら
に
（
ア
）（
イ
）

と
（
ウ
）
が
①
清
家
天
文
写
本
（
惟
房
写
）
に
お
い
て
は
筆
跡
が
異
な
り
、
し
か
も
天
文

写
本
で
は
、〔
小
序
〕
と
本
文
は
異
筆
ゆ
え
、
惟
房
以
外
の
人
物
の
手
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
清
家
で
編
ま
れ
た
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
天
文
九

年
に
万
里
小
路
惟
房
が
写
し
て
よ
り
、「
文
禄
」
の
加
筆
（
当
然
に
文
禄
改
元
（
一
五
九

三
）
以
降

）
19
（

）
ま
で
に
順
次
扉
裏
に
加
筆
蓄
積
さ
れ
た
と
し
か
言
え
ぬ
。
な
お
、
天
文
写
本
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〔
小
序
〕
に
も
朱
点
が
入
る
が
、
入
れ
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ

る
。
ま
た
⑥
静
嘉
堂
続
群
書
類
従
本
・
⑦
内
閣
続
群
書
類
従
本
に
「
元
秘
抄
表
書
云
」
と

あ
る
の
も
何
の
故
か
判
然
と
せ
ぬ
。
い
ず
れ
も
後
考
を
俟
つ
。

2
．　

目
録
に
つ
い
て

一
方
目
録
部
分
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

（
Ａ
）　

目
録
の
各
事
書
に
番
号
を
附
す
も
の

（
Ｂ
）　 

目
録
の
各
事
書
に
番
号
を
附
さ
ず
、
目
録
末
尾
に
「
後
柏
原
院
永
正
十

八
年
八
月
廿
三
日
改
元
大
永
」
と
記
す
も
の

こ
れ
を
諸
本
系
統
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、（
Ａ
）
が
万
里
小
路
本
系
、（
Ｂ
）
が
非
万

里
小
路
系
と
な
る
。

極
々
単
純
に
い
え
ば
、
番
号
を
附
さ
ぬ
目
録
が
原
型
で
、
番
号
を
附
し
た
も
の
と
、

「
後
柏
原
院
…
」
を
附
し
た
も
の
の
二
系
に
分
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
す
る
の
が
普

通
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
い
。
Ｂ
系
に
の
み
「
吾
朝
偽
号
事
」
と
い
う
一
項
が

加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
に
は
管
見
の
限
り
中
間
的
な
形
態

は
な
く
、
截
然
と
区
別
さ
れ
る
（
例
外
は
⑬
菊
亭
文
庫
本
『
改
号
新
抄
』
で

）
20
（

、
こ
れ
は
、

（
Ｂ
）
系
目
録
に
対
し
、（
Ａ
）
系
に
倣
っ
て
番
号
を
附
し
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
な
も

の
で
あ
り
、
先
に
「
中
間
的
」
と
い
っ
た
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
か
と
考
え
る
）。

そ
う
考
え
た
と
き
、

ま
ず
（
Ａ
）
系
目
録
と
同
様
の
区
分
け
で
番
号
を
附
さ
ぬ
も
の
が
あ
り
（
原
目
録
）、

次
い
で
、

（
Ａ
）
で
は
番
号
が
附
さ
れ
る
。

（
Ｂ
） 

に
は
「
吾
朝
偽
号
事
」
と
末
尾
の
「
後
柏
原
院
…
」
の
一
文
が
加
わ
る
。

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
管
見
の
限
り
「
改
元
新
号
字
難
事
」
系
写
本
（
㉘
㉙
）
お
よ
び

類
聚
本
の
う
ち
の
「
西
襦
鈔
」（
㉔
㉕
）
以
外
が
何
れ
も
目
録
を
有
し
て
い
る
ら
し
い
点

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
万
里
小
路
惟
房
写
本
の
成
立
以
前
に
「
原
目
録
」
相
当
分
が
成
立

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
和
長
薨
去
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
享
禄
二
年
末
で
あ
り
、
惟
房

が
書
写
し
た
の
が
天
文
九
年
だ
か
ら
、
そ
の
間
は
一
〇
年
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
間
に
突
如

別
人
に
よ
る
目
録
が
出
来
た
と
み
る
よ
り
も
、
和
長
原
本
に
す
で
に
目
録
が
あ
っ
た
と
見

た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

3
．　

本
文
の
構
成
に
つ
い
て

次
い
で
、
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
各
々
の
内
容
は
、
一

1

（
イ
）
で

見
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
ア
）　

首
三
篇
に
つ
い
て

本
文
の
構
成
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
の
は
、
首
三
篇
だ
け
が
「
改
元
新
号
字
難
事
」

な
ど
と
い
う
書
名
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
三
篇
（
こ
れ
は
和
長

自
身
が
記
す
よ
う
に
改
元
仗
儀
に
加
わ
る
公
卿
の
依
頼
で
ま
と
め
ら
れ
た
）
だ
け
で
も
す

で
に
十
分
な
需
要
が
あ
り
、
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
三
相
公
」
自
身

の
書
写
に
係
る
本
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
な
お
こ
の
「
三
相
公
」
は
、
改
元
仗
儀

に
参
陣
し
た
五
条
為た

め
た
か学

（「
菅
相
公
」
○
続
群
書
類
従
刊

本
『
元
号
字
抄
』
）・
上
冷
泉
為
和
（「
右
衛
門
督
」

○
同

上

）・
万
里
小
路
秀
房
（「
右
大
弁
宰
相
」
○
同

上

）
の
三
人
の
参
議
を
指
す
。
こ
と
に
為

学
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
和
長
の
著
書
を
書
写
し
て
お
り
、
彼
の
書
写
に
係
る
本
の
存
在
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は
推
定
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
秀
房
は
①
天
文
写
本
書
写
者
惟
房
の
父
で
あ
る
。

さ
ら
に
首
三
篇
に
「
大
宝
已
来
年
号
反
字
事
」
の
一
部
を
加
え
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い

る
（
㉔
徳
大
寺
本
・
㉕
菊
亭
本
の
う
ち
）
の
も
そ
の
傍
証
に
な
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
が

「
西
襦
鈔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
本
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

（
イ
）　

後
半
の
う
ち
の
四
篇
に
つ
い
て

後
半
の
う
ち
、「
異
朝
年
号
於
本
朝
打
反
用
例
事
」「
同
音
年
号
依
清
濁
用
例
事
」「
同

音
年
号
字
替
打
反
例
事
」「
同
訓
年
号
一
字
替
用
例
事
」
の
四
篇
に
も
そ
れ
だ
け
単
独
で

流
布
し
て
い
る
徴
証
が
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
『
異
朝
号
於
本
朝
打
反
用
例
』（
請
求
番
号 

古
2

69
、
一
冊
、
江
戸
初
期
写
、
押
小
路
家
旧
蔵
）

）
21
（

と
図
書
寮
文
庫
本
『
辛
酉
甲
子
定

文
』（
函
架
番
号
353

265
、
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
桂
宮
旧
蔵
○
松
下
見

林
旧
蔵

）
）
22
（

の
一
部
が
そ
れ

に
相
当
す
る
。
あ
る
い
は
和
長
の
別
の
著
書
と
の
重
複
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
両
者
と

も
文
明
十
九
年
の
和
長
の
本
奥
書
が
あ
り
、
と
も
に
親
本
が
明
応
十
年
の
書
写
奥
書
―
―

各
々
高
辻
章
長
・
五
条
為
学
の
も
の
―
―
を
有
し
て
い
た
よ
う
だ
。

〔
東
坊
城
和
長
本
奥
書
〕
文
明
十
九
年
六
月
八
日
書
之
、
来
月
四
日
可
有
改
元
定

之
由
、
頭
左
大
弁
相
催
之
間
、
為
撰
新
字
類
聚
此
一
帖
、
…

　
　
　
　
　
　

翰
林
小
士
菅
和
長
判　
○
内
閣
文
庫
本
『
異
朝
号
於
本
朝
打
反
用
例

事
』（
但
、
図
書
寮
本
モ
全
ク
同
文
ナ
リ
）　

〔
高
辻
章
長
本
奥
書
〕
明
応
十
年
辛
酉
、
今
年
可
有
改
元
之
由
有
其
沙
汰
、
仍
書

写
此
一
帖
者
也
、

　
　
　
　
　
　

翰
林
学
士
菅
章
長　
○
内
閣
文
庫
本
『
異
朝

号
於
本
朝
打
反
用
例
事
』

右
に
掲
げ
た
二
種
の
本
奥
書
（
と
も
に
読
点
お
よ
び
傍
線
は
私
に
補
う
）
に
は
と
も
に

「
此
一
帖
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
書
物
の
形
状
は
さ
て
お
き
、
一
冊
の
書
物
と
し
て
独

立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

す
な
わ
ち
文
明
十
九
年
の
和
長
原
本
を
も
と
に
し
た
写
本
が
存
在
し
、
一
定
程
度
書
写

さ
れ
て
お
り
、
の
ち
に
自
身
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
現
象
は
、

先
の
「
首
三
篇
」
と
同
じ
で
あ
る
。

（
ウ
）　

系
統
分
類

先
の
諸
本
の
書
誌
情
報
の
整
理
と
各
部
分
の
構
成
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
諸
本
の
系
統

を
一
覧
に
し
た
の
が
図
1
で
あ
る
。

同
様
の
視
点
か
ら
見
直
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
成
立
に
つ
い
て
よ
り
見
え

て
き
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
乙
系
統
」
と
し
た
本
は
、
い
ず
れ
も
Ｂ
系
統
（
数
字
な
し
、「
後
柏
原

院
」
云
々
の
注
記
あ
り
）
の
目
録
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
も
う
ひ
と
つ
共
通
点
が

あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
外
題
が
「
西
襦
鈔
（
抄
）」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
見
逃
せ
な
い
重

要
な
点
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
お
お
む
ね
狭
義
の
「
西
襦
鈔
」
は
、
乙
系
統
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

但
、
㉔
徳
大
寺
本
・
㉕
菊
亭
本
の
如
き
、「
西
襦
鈔
」
の
書
名
を
有
し
な
が
ら
、
所
謂

「
首
三
篇
」
＋
α
し
か
な
い
本
を
ど
う
見
る
か
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
（
当
然
、
首
三
篇

を
欠
く
本
（
21
22
）
に
も
同
様
に
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
）。

他
方
、「
甲
系
統
」
は
な
か
な
か
に
厄
介
だ
が
、
い
ず
れ
も
万
里
小
路
惟
房
筆
本
を
祖

本
と
し
て
い
る
以
上
、
も
と
は
「
改
元
部
類
記
」
な
ど
と
称
せ
ら
れ
、
後
に
色
々
に
名
付

け
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
中
に
❸
柳
原
本
の
「
改
号
新
鈔
」
の
如
き
が
あ
り
、
彰
考

館
本
前
半
も
惟
房
の
本
奥
書
こ
そ
有
さ
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
系
統
を
引
い
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
。
な
お
「
改
号
新
鈔
」
と
号
す
る
本
は
外
題
尻
付
に
「
和
長
卿
記
」
と
あ
る

も
の
が
多
く
、
日
記
と
し
て
の
『
和
長
卿
記
』
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

惟
房
本
系
の
本
奥
書
は
、
惟
房
の
花
押
に
つ
い
て
の
情
報
を
欠
く
も
の
が
多
い
が
、
こ

れ
は
や
は
り
❸
柳
原
本
あ
た
り
を
共
通
の
祖
本
と
し
て
い
る
と
考
え
る
と
納
得
し
や
す
い
。
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『西襦鈔』なる改元部類

　島原松平家本
江戸前期写

　勧修寺家本
江戸期写

桑原長義旧蔵本
宝永5年写

東山御文庫本
江戸前期写
後西院旧蔵

坊城家本

江戸前期写
坊城俊広所持

西

21

西

22

西

23

西

14

西

⑳

改

❸

② 山科家本
〔江戸前期〕写
江戸中期山科師言書入

柳原家本
江戸前期写
延宝年間柳原資廉所持

改号勘例抄

山本文右衛門本
（京都）

⑮
西

⑱
西

④

⑧

改

⑬

⑤

⑥

改

❾
改

⑩
改

11
改

⑲

㉘

㉙

西

㉔
西

㉕
西

⑯
西

⑰
西

⑦
元号字抄

元号字抄

元号字抄

元号字抄

有栖川宮本
江戸中期写　　　
有栖川宮・高松宮旧蔵

阿波国文庫本西襦鈔
（蜂須賀家本）
徳大寺家旧蔵

阿波国文庫本改号新鈔
徳大寺家旧蔵

改元
御系譜課本

江戸中期写

江戸期写

江戸期写

明治12年写

菊亭文庫本改号新鈔

続群書類従原本

続群書類従浄書本

彰考館文庫本

徳大寺家仮綴本

清家文庫近世写本

元禄8年写

改元新号字難事

九条家本

徳大寺家6冊本第4冊

菊亭文庫本西襦鈔

改元新号字難事

江戸前期写

東山御文庫記録第116冊
明治 36年写

図書寮影写本
大正9年写

修史局本

続群書類従刊本

続群書類従内閣文庫鈔本

明治 15年写

萩野文庫本
〔明治期〕写

江戸期写

江戸期写

〔江戸前期〕写

江戸期写
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『西襦鈔』なる改元部類

園太暦
（東坊城長綱書状を引く）

16

先儒の説
（迎陽記・元秘抄など）

16

元号字失得抄
（東坊城益長撰）

16

4：大永・永禄

6：〔享禄元年〕
7：長享3年以降
11～14：文明19年頃?

＜図1＞『西襦鈔』諸本系統図
西：西襦鈔（抄）
改：改号新鈔

和長自著

先例の引文

和長勘文集

改元新号字難事等
1・2・3

※ 番号は万里小路系本目録に基づく

原撰本
西襦鈔 /改元部類記

勘文読様事
日野家儀・勧修寺家儀・菅家儀・薩戒記

本書名読様事

定詞家々作法事
参議申儀・中納言申詞・
大納言申様・大臣被定申様

【改元新号字難事等単立】

※　この他，12神宮文庫本，26陽明文庫本，27三条家本がある。

【乙系統】

【甲系統】

改元部類記

① 天文写本
天文9年 万里小路惟房写

文禄以後 増補
…〔小序〕

江戸前期 舟橋秀相修補

後半部 (4～16)を追補

増補

（九槐記）

高倉永慶本 中院通村本
元和7年写

六条有藤本

〔小序〕部分のみ増補



（ 44 ）

『西襦鈔』なる改元部類

但
、
こ
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
惟
房
の
本
奥
書
は
花
押
情
報
を
除
け
ば
「
故
坊
城
前

大
納
言
」
の
あ
と
の
「
和
長
卿
」
が
小
字
か
否
か
と
い
う
程
度
の
差
異
し
か
な
い
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
前
述
の
と
お
り
⑲
徳
大
寺
仮
綴
本
後
半
部
は
「
参
議
右
大
辨
藤
惟
房
判
」

と
あ
り
、
ま
た
「
文
禄
…
」
の
追
記
を
も
写
す
か
ら
、
天
文
写
本
か
ら
の
直
接
派
生
し
た

も
の
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

（
エ
）　

成
立
年
代
の
考
証

惟
房
本
系
は
、
奥
書
か
ら
、
直
接
惟
房
が
和
長
自
筆
本
を
転
写
し
た
①
清
家
文
庫
天
文

写
本
を
す
べ
て
の
祖
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
自
体
で
完
結
し
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
一
具
の
も
の
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
し
、
惟
房
奥
書
に
あ
る
よ

う
に
、
和
長
自
筆
本
も
一
冊
本
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
彰
考
館
本
系
（
⑩
修
史
局
本
な
ど
）
に
あ
る
和
長
の
大
永
元
年
本
奥
書
に
「
上

下
鈔
」
に
注
し
畢
ん
ぬ
と
あ
る
が
そ
れ
に
従
っ
て
、
和
長
の
原
撰
本
『〔
改
号
新
鈔
〕』
は

上
下
二
巻
本
で
、
か
つ
各
巻
一
冊
ご
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
み
る
。
各
巻
と
は
い
っ

た
い
ど
の
部
分
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
と
に
伊
藤
慎
吾
氏
が
修
史
局
本
の
本
奥
書
を
引
か
れ
て
、「「
上
下
」
の
「
上
」
は

『
改
元

（
マ
マ
）新

鈔
』
す
な
わ
ち
『
元
号
字
抄
』
で
あ
り
、「
下
」
は
『
改
元
勘
文
読
進
事
』
で

あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ

）
23
（

、
両
者
の
関
係
緊
密
な
る
こ
と
を
看
破
せ
ら
れ
た
の
は
慧
眼
だ
が
、

こ
の
『
改
元
勘
文
読
進
事
』
な
る
書
は
、『
国
書
総
目
録
』
だ
と
修
史
局
本
『
改
号
新
鈔
』

の
合
綴
本
と
し
て
し
か
見
え
な
い
。
他
に
『
改
元
勘
文
読
様
之
事
』
が
菊
亭
文
庫
（
京
都

大
学
）
に
あ
る
が
（
菊
／
カ
／
3
）、
同
一
書
か
は
未
詳
。
な
お
、
東
山
御
文
庫
本
『
改

元
雑
々
』（
勅
封
番
号
38

42
）
の
中
に
類
似
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
同
一
書
で
は
な
い

（
当
部
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
）。『
西
襦
鈔
』
な
ど
と
同
様
に
、
思
い
も
か
け
ぬ

書
名
で
著
録
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
こ
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い

な
い
。

ま
た
、
和
長
奥
書
を
信
じ
れ
ば
、
大
永
元
年
八
月
（
ま
さ
に
大
永
改
元
の
月
で
あ
る
）

に
は
「
上
下
鈔
」
と
も
に
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
し
あ
た
り
の
私
見
を
陳
べ
れ
ば
、
次
の
二
通
り
の
解
釈
が
で
き
よ
う
か
。

（
1
）　
「
上
下
鈔
」
と
は
、
あ
る
い
は
上
が
首
三
篇
、
下
が
大
永
度
の
和
長
勘
文
（「
撰

出
新
字
事
」
の
う
ち
）
以
下
（
ど
こ
ま
で
含
ま
れ
る
か
検
討
の
余
地
あ
り
）
で
、

こ
の
と
き
初
め
て
合
冊
さ
れ
た

）
24
（

。

（
2
）　

㉔
徳
大
寺
本
・
㉕
菊
亭
本
の
如
き
も
の
、
す
な
わ
ち
上
が
首
三
篇
、「
大
宝
已

来
年
号
反
字
事
」
の
一
部
（
具
体
的
に
は
「
大
宝
切
道
〜
ー

〔
嘉
〕慶

切
敬
」）
が
下
。

「
大
宝
已
来
年
号
反
字
事
」
が
途
中
で
切
れ
て
お
り
、
後
に
増
補
さ
れ
た
そ
の

末
に
享
禄
元
年
の
和
長
識
語
が
あ
る
の
で
、
増
補
部
分
は
大
永
〜
享
禄
に
成
立

し
た
。

彰
考
館
本
自
体
の
精
査
の
必
要
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
本
奥
書
が
、
果
し

て
「
勘
文
読
様
事
」
以
下
三
篇
に
付
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
疑
う
の
も
一
案
だ
と
思
う
。

但
、
私
見
の
弱
点
は
当
奥
書
が
な
ぜ
彰
考
館
本
の
「
末
尾
」
に
あ
る
の
か
、
そ
の
説
明

が
難
し
い
点
で
、
こ
れ
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

以
上
を
も
と
に
、
本
書
の
成
立
を
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。
岩
橋
氏
の
考
証
を
お
さ

ら
い
し
て
お
く
と
、
氏
は
前
半
部
を
大
永
の
成
立
、
享
禄
改
元
に
関
す
る
記
事
の
存
在
か

ら
、
全
体
の
成
立
を
享
禄
元
年
か
ら
（
撰
者
薨
年
で
あ
る
）
同
二
年
の
間
と
み
る
。
た
し

か
に
そ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
す
で
に
後
半
部
の
原
型
が
成

立
し
て
い
て
、
そ
れ
に
和
長
勘
文
、
お
よ
び
首
三
篇
が
足
さ
れ
た
と
み
て
は
如
何
か
。

享
禄
の
記
事
が
あ
る
以
上
、
や
は
り
岩
橋
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
晩
年
ま
で
和
長

自
ら
加
筆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
に
従
い
さ
ら
に
考
察
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す
れ
ば
、
所
謂
「
下
」
に
あ
た
る
部
分
が
そ
の
後
よ
り
増
補
さ
れ
、
今
の
「
西
襦
鈔
」
の

姿
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
見
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
最
後
に
書
名
に
つ
い
て
ひ
と
言
述
べ
て
お
き
た
い
。

山
科
本
に
つ
き
『
西
襦
鈔
』
と
し
て
整
理
し
た
の
は
、
適
切
だ
っ
た
か
。
振
返
っ
て
み
れ

ば
、
系
統
・
伝
来
に
即
す
と
、
甲
系
統
の
本
と
し
て
「
西
襦
鈔
」
の
書
名
は
や
や
勇
み
足

で
あ
っ
た
。
外
題
に
配
慮
し
「
一
名
」（A

nother N
am

e

）
と
し
て
「
改
元
勘
例
抄
」

を
残
し
た
の
で
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
念
の
た
め
記
し
て
お
く
。

註（
1
）　
『
続
群
書
類
従
』
全
体
に
対
す
る
こ
と
と
し
て
、
川
瀬
一
馬
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
（
川
瀬
「
續
群
書
類
從
の
編
纂
」（『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』、
大
日
本
雄
辯
會
講

談
社
、
一
九
四
三
年
））、
当
該
書
目
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

（
2
）　
『
群
書
解
題
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
編
・
発
行
、
一
九
八
二
年
○
初
版
一

九
六
〇
年
）、
一
二
三
〜
二

四
ペ
ー
ジ
。「
元
号
字
抄
」
の
項
は
岩
橋
小
弥
太
氏
執
筆
。
な
お
、「
元
号
字
抄
」
と
の
書
名
に

つ
い
て
は
「
改
元
に
際
し
て
勘
進
さ
れ
た
年
号
字
勘
文
を
旧
記
よ
り
抄
出
類
纂
し
た
書
と
い
う

意
。」
と
す
る
。

（
3
）　

伊
藤
慎
吾
『
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
）、
一
六

五
ペ
ー
ジ
。

（
4
）　

現
存
本
の
例
と
し
て
は
、
九
条
家
旧
蔵
書
が
あ
る
。
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号 

九

5141
。
室
町
写
本
で
、
唐
橋
在
数
（
一
四
四
八
〜
九
六
）
写
本
の
転
写
。
文
安
六
年
東
坊
城
益
長

撰
。
室
町
中
期
写
（
○
閲
覧
室
備
付
図
書
カ
ー
ド
に

は
「
唐
橋
在
数
筆
か
」
と
あ
り
）。
大
和
綴
・
大
本
・
一
冊
。
九
条
家
旧
蔵
。

後
補
白
色
無
地
表
紙
26
・
5
×
20
・
5
（
江
戸
初
期
後
補
な
ら
ん
）。
左
肩
打
付
書
「
元
号
字

失
得
抄
」（
恐
ら
く
は
『
改
元
新
号
字
難
事
等
』（
函
架

番
号
九

5142
）
と
同
筆
）。
扉
（
旧
表
紙
）

一
丁
、
扉
題
外
題
同
然
。
巻
首
篇
名
下
「
文
安
六
年
夷
則
中
旬
之
比
抄
之
、」
と
あ
り
。
毎
半

12
行
程
度
、
各
行
29
字
前
後
。
朱
合
点
、
墨
朱
頭
書
・
注
記
あ
り
。
本
文
墨
付
一
二
丁
、
白
紙

三
丁
、
合
綴
「
運
命
論
」（
李
蕭
遠 

詠
、
無
辺
無
界
9
行
26
字
前
後
）
二
丁
。
第
一
一
丁
裏
奥

書
「
以
上東坊
城
亞
相
益
長
卿
抄
之
、
以
自
筆
本
書
冩
之
了
、
長 

享 

元 

年

七
月
廿
七
日
翰
林
学
士
菅
在
數
書
之
、」。

冊
尾
白
丁
は
旧
裏
表
紙
。
図
書
寮
Ｃ
印
。
書
陵
部
ラ
ベ
ル
。

　
　

ち
な
み
に
本
書
は
、
九
条
道
房
の
蒐
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
松
澤
克
行
氏
が
『
道
房
公
記
』

に
借
用
・
書
写
が
見
え
る
書
目
を
整
理
し
て
お
ら
れ
る
中
に
見
え
、
提
供
元
が
三
条
西
家
だ
と

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
松
澤
「
寛
永
文
化
期
に
お
け
る
九
条
家
文
庫
点
描
」（『
文
学
』
一
一

三
、
二
〇
一
〇
年
）。『
道
房
公
記
』
寛
永
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
条
に
見
え
る
。

（
5
）　
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
【
写
】
内
閣
（
明
治
一
五
写
、
改
元
勘
文
読
進
事
を
付
す
）（
一
冊
）、
宮
書
（「
西
襦
鈔
」、
大

正
写
）、
京
大
、
岩
瀬
（「
改
元
新
鈔
」）、
島
原
（「
西
襦
抄
」、
元
和
七
奥
書
）、
神
宮
（
明
暦

二
写
）、
陽
明
（「
西
襦
鈔
」）、
旧
彰
考
、
三
条
家
（「
西
襦
鈔
」）、﹇
補
遺
﹈
東
山
御
文
庫
（「
西

襦
鈔
」）、
九
大
、
京
大
（「
西
襦
抄
」）

（
6
）　

伊
藤
『
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』
一
六
五
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
で
も
史
料
採
訪
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
井
上
聡
「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
・
京
都

大
学
附
属
図
書
館
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
古
記
録
部
類
記
調
査
」（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
報
』
四
三
、
二
〇
〇
七
年
））。

（
7
）　

岩
瀬
文
庫
の
ウ
ェ
ブ
目
録
「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫 

古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://

trc-adeac.trc.co.jp/W
J11C0/W

JJS02U
/2321315100

）
に
よ
れ
ば
、書
名
を
「
改
号
新
鈔
」

と
し
、「
改
元
新
鈔
」
を
「
旧
書
名
」
と
し
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
資

料
調
査
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w
.nijl.ac.jp/pages/database/kotensiryoD

B.
htm

）
所
載
の
調
査
カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、「
改
元
新
鈔
」
は
目
録
（『
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』
か
）

所
載
の
も
の
と
い
う
。

（
8
）　
『
群
書
解
題
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
編
輯
発
行
、
一
九
八
二
年
○
第

三
版
）
一
二
四
ペ
ー
ジ
、
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『
改
元
部
類
』（
続
群
書
類
従
巻
二
八
〇
）
の
項
。
ま
た
、
こ
の
視
点
で
再
度
本
書
を
見
る
と
、

書
誌
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
が
、
こ
の
「
元
号
字
抄
」
と
い
う
書
名
は
、
そ
も
そ
も
内
題
で
は
な

く
、
扉
に
走
書
き
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
親
本
に
あ
っ
た
と
は
看
做
し
難
い
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、「
元
号
字
抄
」
と
い
う
書
名
自
体
、『
続
群
書
類
従
』
独
自
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
9
）　

宮
内
庁
書
陵
部
「
稿
本
「
続
群
書
類
従
」
に
つ
い
て
」（『
稿
本
「
続
群
書
類
従
」
展
示
目

録
』、
一
九
七
八
年
）。
ま
た
注
（
1
）
川
瀬
論
文
も
併
せ
参
照
の
こ
と
。

（
10
）　

書
誌
ペ
ー
ジ
のU

RL
は
、http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/recordID

/1001293
524?hit=1&

caller=xc-search
。

（
11
）　

今
回
、
本
書
に
つ
い
て
は
『
東
山
御
文
庫
目
録
』（
宮
内
公
文
書
館
蔵
）
の
情
報
を
都
合

に
よ
り
反
映
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
12
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
』、
二
〇
〇
九
年
。

（
13
）　

長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
四
七
〜
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
が
ウ
ェ
ブ
上
（
日
本
古
典
資
料
調
査
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://

base1.nijl.ac.jp/infolib/m
eta_pub/detail

））
で
公
開
し
て
い
る
同
館
の
調
査
カ
ー
ド
に
よ

れ
ば
、
表
紙
以
外
二
六
丁
で
内
前
後
遊
紙
各
一
丁
と
い
う
書
き
ぶ
り
だ
が
、
画
像
（https://

kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100223816/view
er

）
を
見
れ
ば
、
遊
紙
と
い
う
よ
り
、
所
謂

見
返
で
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
丁
数
に
は
数
え
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
墨
付
二
四
枚
、

内
目
録
一
丁
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（
15
）　

前
注
（
14
）U

RL

参
照
。
ま
た
『
肥
前

島
原
松
平
文
庫
目
録
』（
島
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九

九
八
年
再
版
）
一
七
頁
に
も
載
る
。

（
16
）　
〔
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
京
都
府
立
大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
〕
3
館
合
同
蔵

書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
『
改
元
部
類
記 : 

付
類
本
』
の
検
索
結
果
詳
細
ペ
ー
ジ
（http://opacs.

pref.kyoto.lg.jp/m
ylim

edio/search/book.do?target=local&
bibid=429709

）
お
よ
び

「
京
の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
『『
改
元
部
類
記 : 

付
類
本
』
第
八
冊
『
西
襦
抄
』（http://

w
w
w
.archives.kyoto.jp/w

ebsearchpe/detail/1804218/8/1

以
下
）。

（
17
）　
〔
江
戸
前
期
〕
写
。
和
装
・
大
本
・
六
冊
。
改
装
浅
葱
色
無
地
表
紙
26
・
0
×
20
・
5

（
五
ッ
目
綴
、
二
本
取
、
綴
糸
緑
、
押
八
双
あ
り
）。
左
肩
香
色
無
地
無
辺
題
簽
墨
書
「
西
襦
抄　

文
和
五
年
廣
橋
贈
左
府
記

享
禄
改
元
申
詞　

　
　

六
冊
之
内
」
の
如
し
、
16
・
3
×
3
・
0
（
第
五
冊
細
目
注
記
な
し
、

第
六
冊
は
墨
付
枚
数
ま
で
記
す
）。
各
冊
前
遊
紙
一
丁
。
第
二
冊
扉
一
丁
（
内
容
細
目
お
よ
び

墨
付
枚
数
を
示
す
。
本
文
中
第
四
冊
前
見
返
同
然
）。
毎
半
行
数
字
数
区
々
。
第
三
・
六
冊
の

み
朱
筆
あ
り
。
各
冊
丁
数
以
下
の
如
し
│
│
⑴
七
丁
⑵
一
〇
丁
⑶
四
丁
⑷
八
丁
⑸
三
丁
⑹
六
丁
。

各
冊
後
遊
紙
一
丁
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。「
史
料
備
用
」
ラ
ベ
ル
。

（
18
）　

京
都
大
学K

U
LIN

E

（https://m
.kulib.kyoto-u.ac.jp/w

ebopac/RB00008006

）。

同
じ
ペ
ー
ジ
に
書
誌
デ
ー
タ
お
よ
び
画
像
あ
り
。

（
19
）　

こ
の
追
記
の
末
尾
に
「
菅
盛
長
勘
」（
東
坊
城
盛
長
の
勘
申
）
と
あ
る
か
ら
文
禄
改
元
に

関
わ
る
記
述
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、「
文
禄
」
号
の
初
出
は
そ
の
実
和
長
の
享
禄
改
元
の

際
で
あ
り
、『
西
襦
鈔
』
自
体
と
の
関
係
も
な
い
で
は
な
い
。

（
20
）　

目
録
の
内
容
は
、「
吾
朝
偽
号
事
」
項
お
よ
び
「
後
柏
原
院
…
」
の
一
文
が
あ
る
た
め
、

Ｂ
系
で
あ
る
が
、
各
項
上
に
「
一
」
〜
「
十
七
」
の
数
字
が
振
っ
て
あ
る
（「
吾
朝
偽
号
事
」

が
増
え
た
分
、
一
つ
ず
つ
数
字
が
繰
下
が
る
の
で
あ
る
）。
し
た
が
っ
て
Ｂ
系
の
派
生
形
と
み

る
べ
き
で
、
中
間
的
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
21
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号 

古
2

69
。〔
江
戸
初
期
〕
写
。
押
小
路
家
旧

蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。

（
22
）　

書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
353

265
。〔
江
戸
前
期
〕
写
。
松

下
見
林
・
桂
宮
旧
蔵
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
斜
刷
毛
目
表
紙
27
・
9
×
19
・
7
。
左
肩
双
辺

刷
題
簽
中
墨
書
「
甲
子
勘
文
並
定
文
付
辛
酉
定
文
／
元
号
類
字
抄
不
用
号
」。
も
と
二
冊
本
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
林
の
蔵
書
印
あ
り
。
前
半
は
諸
道
の
勘
文
（
扉
一
丁
、
本
文

二
四
丁
）、
本
奥
書
「
文
亀
四
年
正
月
廿
七
日
書
冩
了
、　

判
」。
後
半
は
「
元
号
類
字
抄
」（
扉

一
丁
、
本
文
二
三
丁
（
目
録
共
））、
本
奥
書
「
本
云
、
文
明
十
九
年
六
月
八
日
書
之
、
来
月
四

日
可
有
改
元
定
之
由
、
頭
左
大
弁
相
催
之
間
、
為
撰
新
字
類
聚
此
一
帖
、
旧
勘
文
悉
不
所
持
、

定
旧
号
莫
太
漏
脱
歟
、
連
々
可
尋
見
之
、
依
今
度
應
仁
以
来
乱
逆
、
諸
家
如
此
等
之
記
共

勘

文
等
咸
紛
失
之
条
、
不
及
力
事
歟
、
但
猶
可
求
之
不
可
毋
之
矣
、
／
翰
林
小
士
菅
和
長
判
」「
明

應
十
年
二
月
十
六
日
写
之
、
今
度
依
辛
酉
可
有
改
元
条
、
雖
未
博
士
、
為
撰
新
字
内
々
写
置
了
、

給
事
中
為
學
」。
後
遊
紙
一
丁
。
朱
方
印
「
松
下
／
見
林
」（
篆
文
陽
刻
）、「
帝
室
図
書
」
印
。
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図
書
寮
ラ
ベ
ル
、
旧
ラ
ベ
ル
。

（
23
）　

伊
藤
『
室
町
戦
国
期
の
公
家
社
会
と
文
事
』
一
六
五
ペ
ー
ジ
。
伊
藤
氏
も
『
国
書
総
目
録
』

の
記
述
に
拠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
24
）　

逆
に
、
首
三
篇
を
欠
く
勧
修
寺
本
系
を
見
直
す
と
、
こ
れ
だ
け
で
独
立
し
て
書
写
・
流
布

し
た
可
能
性
に
も
考
え
を
及
ぼ
す
べ
き
だ
ろ
う
。
一
方
で
㉔
徳
大
寺
仮
綴
本
の
如
き
、
す
で
に

あ
っ
た
本
に
欠
け
て
い
た
部
分
の
み
を
補
写
し
た
と
思
し
き
も
の
が
残
存
・
流
布
し
た
と
も
考

え
う
る
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
。
今
回
は
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

　

（
附
記
）
前
号
拙
稿
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
三
）」
の
、
紅
葉
山
御
文
庫
本
の
一

覧
表
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
史
部
）」
は
、「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目

録
（
子
部
）」
の
誤
り
ゆ
え
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
こ
に
訂
正
す
る
。


